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学力と学習指導の陪揺は，いつの時代~，こおいても ， 掌被救育の申心的な課題で去り ， 切実な問題で主人

ゐが，戦後の世界諸屈のます立や，科学の急速な葬遥にf半なし、，今 日児童生徒の学カを向上させようとす

る志向は J 現代という新しい特殊左歴史的時点において ，一つの世界的動き主なっている。わが国最近

の教育課程の改訂に本 ， との点が'伺えるので~ゐ。

戦前の知識末位の宅習 ，戦後の経験学習 ，最近の系統学習と， 登習指導私自主ぐるしく変遂事νしてい

ゐが ， との辺で本今一度，学習指導とい勺也のや ， 教育の根本~C立ちかえって考えてみゐ必嬰が》ゐの

では左かる弓か。

きらに本県児童生徒のさ挙力の現状令みると ，毎年行左われゐ全国営カ調査ではおおむね全国水準君ヤ下

まわっており ，教育際係者のあらゆる面でのたゆみない努力に也がかわらず ，それが学習効果としてじ

ゅうぶんなみのPが結{まない去りさまで》ゐ。 とれや打倒し ，本県児童生徒の学力向上を策すゐ道とし

て ，直接掌習指導そのものの改善手けまかゐ ζ とは ，諸他の施策とと本に ，一つの有力な ，むしろ教育実

践においては木質的な道ア渉、2らと考えられる。

ζれらの点にかんがみ ，当研究所は数年来ζ の学力と学習指導の問題シ左り》げ ，その研究歩進めて

きた次第であゐ。すなわち ，との研究vi.I &f究紀委 24集にをとめた高艇進学学力検査の検討がきr.っか

けに s全数料にわたり ，全所員か》げての ，当研究所のも っと弘昨心的な研究課題となったので》ゐ。

きらに昨年来 ，全国教育研究所連盟においてこの主主力と学習指導の問題が全国共同研究の課題と してと

り》げられ，国語 ・社会・算数数学・理科の 4故科は全国的立場で共同研究される乙ととなっTこG わた

しどもの研究も ζの 4教科は共同研究の一環之して行なろとととなった。

きてとの間，わたしどもが考えてきたことが絡込寸ゐ左らば ，一一学力十向上すゐという ζ とは，単

に知識令多く覚え;sということでは主主< I人聞の能力十指い育てゐ ，教育の本質に深く根ざしたもので

左ければなら左いで》るう。今日》ゐ教科は ，それぞれ歴史的伝統の上に成立しており，それが人間

形成における教育的機能そ考奇ゐ時 ，そとに培われゐ各教科の学力というものの特質が考えられみ。そ

の上に立って始めてそうした挙力安向上きせゐ主主習舟導主いつものが芳去られなければならないで》ろ

う。

わたしどもの研究は一応ζの上うな考えの上に立って ， 36忽度は各教科それぞれその特質において

独自の計画ψfこて，おのおのその研究が進めてすた。ただその間 ，常に所員全員で研究討議会行ない共

同思考や重ねつつ ，都ヰのうちだけの狭い視野におちいら 1j:いよう留意してきた。 とう して本住度研究

のおおよその方向は，各教科とも兜主主の{員IJの研究で ，し、わば児主量生徒が教材の内容令自分の弘のとして

理解してゆく， その過程令分析寸ゐという仕事に乏った。ただその内容方法については各教科独自の本

のであふととはいうぎでもない。

とζに刊行寸Z.， I国語 ・社会 ・算数数学 ・理科の 4つの報告書は ，以上述ぺてi!rたよう念 36包度研

究の報告であり ， 今後数生E縦続きれゐとの研究の第一次報告という性質がもつもので》為。 在会ぞ ， ~~

にも述べたどと く， ζれら 4教科の研究は全国共同研究の一環ゃな十もので》って ，との研究報告書は

そのませ令国共同研究の一部ゃなしていふもので忘る。

左おとの研究は ，それぞれ研究協力殺の絶大だ協力のもとに遂行された込ので ，掌後長始め直接間援

に協力いただいた職員各位念らびに児童生徒諸君?と対し心から感謝の意を表したいと思う。

昭和 37年 5月 108

新潟県立教育研究所長 小 林 正 直
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第 一章 研 究 の、目 的と構想

I 研究の構想

1 研究問題の設定

との研究は ，先に発表した研究紀要第 20集 「児童の・地理的概念J1 9 5 9年，研究紀要第

2 4 ~築「主主力と掌習指導一社会科縞J 1 9 6 0年，研究集録「児童生徒の歴史理解とその儲J

1 9 6 1年に続〈一連の研究であり.且つ，全国教育研究連盟の共同研究である 「掌カと坐習指翠j

研究の一環として行なわれたものである。との研究が先に述べた諸研究に続〈ものとはいうものの

むしろ，とれら緒研究を内に抱揺する「主主習指濃」という教育現象のー領域を，直接研究対象にと

bあげ.との絶域についてその構造連関を追求しようとする全〈観点を変えた新しい1'.1守題解決の研

究であ.!'J.との意味で .との研究紀要tt.とれから年次計画的に遂行される本研究の第一報と在る

べきものである。

さて.掌習指導という教育現象はいろいろな場にたいてみられるが，われわれがととで問題とし

てと bあげるのり，小中掌校教育にかけるそれである。したがって， ζ とでいう軍習指噂tt.目的

的.計画的~実践がなされるその 目的口何かというととが.さず第一に問題にtl る。空宇佼教育の目

的は学校教育.法をまつ主でもな<.児童，生徒， 掌生の人絡形成であるととロ申す安でも念い。し

かじ.との人絡形成にかLわる重要左側面として主主力の形成というととが ，掌校教育が他の教育と

とと念る重要な側面であるというととを忘れてなるまい。たしかに，学，力の形成というととは社会

が学校に線したもっとも重要在役割である。との学力の形成というととが目的として行なわれる実

践が学習指導であ!J.学酎簡はその意味に好いて学校教育の中心的在地位を占めるものであると

いって過言でない。事実 ，学習指導という実践は ，社会的，教育的賭論争の対立が激し〈行左われ

ている時にお、いても， 一日もゆるがせにされず ，日々刻々学後あるいは教室で行なわれている。教

師はとの実践に全力を挙げるものであ.!'J.をた，挙げな〈てはならない。

従来 .1学・力 tlらびに学力形成の問題については ・小中学校の教育現場はもちろん .宍学，研究機

関でも盛んにと bあげられてきた。 しかし，その研究が .たとえば 「学力とは何かJというととを

哲学.的 ，社会学的念角度から追求したt.学力の形成というととを .それを規制する諸条件は何か

という形で調査研究がなされるととが多かった。そして.その諸条件が主と して地域の女化度低ど

うであるかとか.教師の所有している免許状旬どうであるかとか .h量殺，設備との関係はどうであ

るのか.というように ，いわば外的 .物的条件の追求が主であって ，学力形成のもっとも中心的.

あるいは中心的というよ bも.学力形成そのものと同ーといってよい学・酎趨を直接研究の対象と

してと bあげるととが少なかったのである。とのととは学・晋托噂という実践そのものが ，きわめて

流動的且つ甑維な過程であるばかbでなく・ぞれを再現するというととが困難たため.との現象を

研究対象とナる研究方法が未熟であるというととにも.理由があったであろう。しかし.と?とか〈

学力形成を問題にする場合.との中心的s.:課題に迫らぬ限.!'JI箱靴掻樺の感が深いのである。

以上のよう在問題意識は 「学習指導といわれる教育現象はいかをる目的，構造，機能をもつもの

であるか」というととを・今一伎.根底から考察する必要をわれわれに痛感させるのである。在る

ほど.従来持:習指廷に関するいろいろ左考え方や理論があ!J.特に戦後，いわゆる新教育といわ



、

れて，主としてアメリカよタプラグマチズムにたっ教育理論が広〈坂b入れられ，わが国の教育界

を席捲した。 しかし ，との教育理論口わが留の現実から生受れたものでな<.アメリカの社会的.

歴史的条件のもとに発生したものであるととを忘れ.~反空 1.t現実にない条件をあたかも現実にある

ように観念し，それにたって実践に移そうとしたものが多いのである。す1.tわち.現実の客観的在

条件よbも，理論が先にたって，現実をその方向へねじ曲げようとした.b.ねじ曲げられ1.tいと.

そのような条件のないととが惑いのだというようなやり方に在ってし合ったといってよし、。とのよ

うな理論の適用が現実になける実践の場から手きびしい反撃を受けたというとと口当然なととであ

匂て，われわれはとのような失敗を再び繰b返えす必療はなし、。

われわれが追求しようとナる学習指導の理論ロ「現実の客観白怯条件の上にたちながら，しかも

効率の高い学割旨噂とはいかなるものてあるか」というととについてをのであんしたがって.と

のような態度にたっかぎ!J.研究対象あるいほ研究方法tr.現実に展開される学習指導という現象

を直接とりあげるというととになる。すなわち，女献的.ー散的理論の追求でな<，実証的 .実態

調査的研究に在るわけである。

2 研究の理論白情景

学習指導を全面的にと bあげて追求する場合，それに挺丘する角度はまず大き〈二つに分けられ

る。 一つ口学習指導が行なわれる目的である「学力の形成」の学力とは何かという点であ9，今一

つは学習指導という現象は.いか走る構造と機能によって成立するかという問題である。との両者

は前者が後者を規制する関係にあるが.しかし.一面.具体的に'学力の内容を考えるととにをると

児童生徒が獲得できないような程度の高いものを目的に掲げても無意味であるから，前者は後者に

よっても規制さ(れるととになる。従って， ζの両者ーの関係をじゅうぶん考慮に入れて学・習指導の問

題伐と bあげねばならない。そとでとの問題を考察する場合.叙述の順序としては社会樹告として

の教育ならびに学習指導の意味を明らかにし，ついで.現代にかいて要求される学力の即乞ついて

考えてみる方がよいと思うので.以下との順序で述べるととにする。

(1 ) 社会機能としての教育

社会は自らを維持発展させよ うとするはたらきをもっている。そのはたらきは固有な ものであb

社会を構成する個人に立脚 し，しかも個人を越えた院たらきである。との自らを維持発展させよ う

とするもっとも基本的をはたらきの一つに教育がある。他人はその生命を維持し発展させるために

十 ・ 生殖を営み，さらにその子どもたちを社創じするために教育するように社会自らもその発展を望

むがゆえに次の世代を教育する。学校教育はそ0一つのあらわれにほか在らない。社会が自らを維

持発展しようとするととの具体的念意味は，現在の世代が次の也・代に現在の女化を維持しさらに発

展させるととのできるように教育・するというととである。したがって.社会機能としての教育は.

現在の従代が積極的に次の世代にはたらきかける社会d品種でもある。

人類は数十万年?と及ぶきわめて永い間.自然と社会について莫大在経験を継承してきただけで左

< ，進んで自然ゃを士会にはたらきかけてとれを改造し，さらに，自然を素材とするが古ったぐ新し

い文化を創造してきたので.とれも同じように伝承してきた。との自然や社会さらに文化について

の経験が一般化され.すなわち.整理され体系づけられて継ゑされるようになると・いっそう多ぐ

の経験を継承するととが可能に在る。との点で人聞の経験継承を飛躍的な段階にたかめたものが .

-2ー



2 ととば2 の倉IJ迭である。

さて.現在の世代が次の世代に旬たらきかけて教育・するというととtt.結局 .人類の経験のー略目t

化されたものを.次の世代が再び同ーの経験{それに口文字<fがb致命的在失敗をも含んでいる)

を経るととを〈ても.自然，社会 .文化に刻・して適切に処し得るようにし ，経験するととによって

生ずるマイナスの面をカバーして，現在の文化をよ b発展させるととのできるように.時間的.労

力的余俗をもたせ.その発展を可能ならしめようとする。したがって ，次の世代を教育・する場合，

その世代が .自然.~t会.文化に対処して適切な問題解決ができないよう企人類の経験の与え方で

ロ無意味授ととである。ととに教育内容と教育方法が問題に~って〈る。

ともあれ.社会機能 としての教育を考える場合 .忘れられ在い大事な一点肘，性会が能動的，積

極的に次の世代にはたらきかけるというととである。とれが学校救脊として具体化された場合.教

師の役割を端的に表明する。すをわち.教師は児童生徒に句たらきかけるものであり.子どもの旬

たらきかけを待つものでないというととである。

(2) j回休{個人)の発達と能力

人は生会れると同時に社会的存在たるととを免かれない.ととろが.人d封生は自然であb生物

的現象である.したがって，生物的存在である幼児にとって社会は外在する対立物である。

ととに人の出生という現象の中に矛盾が生ずる。生物的存在である人間は同時に社会的存在でで

もある。子どもたちは生物的存在から社会的存在へと転化し左〈てtt.その生存さえも不可能に念

るU したがって .子どもたち自身も自分を社会的存在に転化する運動を展開せざるを得念いととに

:を11.をた.実際展開する.との場合，人聞には転化する運動を可胞にする力を自らの内に生得的

に包蔵しているととを ，われわれ口経験的に知っているのであるが.とのカは固定的左ものとして

で口な(.可能性 ・可変的危ものとして ・遺伝的に獲得されているものである。とれを一応s能力2

と名づけてか〈。とのような能力と考えられるものは i物質代射.ii 遼説.iii認識.iiii感情などで

ある。とれらのうち.iは生命発動の基礎的なもので.とれを社会化するというととロほとんどな

い。 jj口技能として社会化し.iiiは知能として .iiiiは情操として社会化する。

止とろが.とのような能力を社会化するというととは，どのような過程で，どのように在るとと

を意味しているのであろうか。

備休と外界との接触は感覚器官によってなされ .感覚器官を通して外在世界は個体内化される。

との場合 ，外在世界ロ刺激として感覚器官に作用するが ，との期j激に対して大脳はー佳の反応を示

す。そして，その刺激が重なるにつれて.その反応t立大脳皮質に定着するようになる。

とれが記銘という現象であるが，外在世界が内在化されて保持されるのは ，との記銘というはた

らき!によってであるο したがってト能力の転化は外在世界の刺激によって発動するものであって ，

それな〈してはいずれの方にも転化しょうがない。

ととろで .外在世界の申でも.妓術口主として運動能力によって内在化され.それロ技能の形に

たかめられ保持される。 す~わち . 運動能力口俊術と結びつ〈ととによって技能といオオl るものに

転化するのであるが ・とれを妓術の側からみれば技術の内在1む.主体化であ11.能力の側から見れ

ば能力の客観的存在化である。

とれと同じよ今に ，知識n主として認識能力によって内在fむされ，との能力は知能の形にたかめ

られ保持される。ととに知識の内在化，主体化があり ，認識能力の客観化が生ずる。感情について
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もi司憾のととが考えられる。それは情擦といラ形でたかめられ保持される。

とのように外在世界と能力とが結びつ〈ととによ bダ個体の能力k立たかめられるのであるが .と

のたかめられた能力は ・さらに高次の外在世界獲得の前提になる。すなわち宅能力がたかさをるとい

うととは ，外在世界の刺激によ b客観化された能力が ，さらに次の外在世界獲得の可能性を保註す

る，いわばスパイラル念発達を意味するものである。したがって，教育にないて，たとえば知識を

獲得さぜる止いうのは，知識が内在fじされ知能として保持されるととを意味するのであるから .知

識を与えるというととと知能がたかまるというととを別々の営み止してで在(.同ーの現象のごつ

の側面という関係にあると解すべきであろう。

以J二のように考えるとf国体の発達というととは・物質代射能力の自然的発達だけでなく，他の能

力が社会化されるとと.逆にいえば ，外在世界が内劉七され主体化される度合の進むととを意味し

ている。

学習と口一般にいわれているように a生得的に鎚得されたもので在(，出生後，人が外在世界と

のインターラクトによって習得した b習熟したりすることを意味するから，子ど もの学習は・

とれをで述べたように ，外在世界を内在化し，能力を客観化する営みを指すというととができるで

あろう。

(3) 学-習と指導 教師・教材 ・児童生徒

(1) ， (2)~C述べたととから ， 社会機能として学校教育制度が設けられているというととは，社会自

体がその維持発展をはかるという嬰求と .子どもたちが自分の能力を社会化し，社会に参加しよう

とする著書求の吻合である。したがって，学校教育に好いて，教師はとの社会的要求を代表するもの

であ!J.その第一線として存在するものであるから，進んで子どもたちにはたらきかけて指導(教

や授)する。 一方，子どもたちは自分の必嬰を満すベ〈学習する。 ζ の指導と学慣を結びつけるもの

が教材である。なぜならば ，教師は教育的見地から選択した外在世界を子どもたちに提示し，子ど

もたちを教材に対峠させるととによって指導の第一歩が開始されるのに対して.子どもたちはS分

をと bを〈あらゆる外在世界を時秩序に a雑多に写習すると との無駄かっ非能率的である乙とを自

ら悟るをでに到っていないので， ζの教師の選択した外在世界に対峠して.との外在世界を内在イじ

するというととによって，学校教育にかける学習の第一歩が始全るからである。

次に .教:師は健示した教材が子どもたちのJ*nζ内在fじするように援助してやるわけであるが，内

在fr，の過程kゴあ〈までも子どもたちの側にあるのであって，教師ほとれをできるだけ効果的に達成

できるように援助するに過ぎない .ζ 乙に学習するのはあ〈安で子どもたちであるという重要な問

題が出て〈る。

さらに，教師によって提示される外在世界幻選択されたそれであるが，との選決がいかなる基準

?とよって役されるかというととが問題になる。とればいわば教育白内容の陪摘であるが，とれについ

ては項を改めて述べるととにする。

また .選択された外在世・界11.ある意味からすれば.教師の内に内在化した外在世界でなければ

なら左いという点を重視しなければ企らない。ととろで，との内在化された外在世界を提示する場

合，子どもたちの感覚器官に訴えな〈ては学留が開始されたいから・内在化しているものを表現し

て外に出さ在〈てほ在ら乏し、ο との外に出すための形式の問題が教師の長講法と密駒ζ関連して〈

る。 {提示される教材が現実には必ずしも縦市の内に内在化しているものと限らないが，しかし.
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もし内在化 していないものを提示しても .それを子どもたちに獲得させるととはをず困難と考えて

よいであろう。むとに教師のいわゆる教付研究の軍基きかっ必須の理由がある。 )

さて .次に考えなければなら念いととtt.教師の指還が単なる教材の提示に終るものでないとい

うととり先に述べた通bであるが.それでは教師の指導にbいて他にどん在問題があるかというと

とである。との点について挙げられるととは .子どもたちが教材を内在化する場合 ，教材と能力の

対立をどのように止錫ナるかという認識の仕方を獲得させるのだというととである。 とれロ .教師

が外在世界を内在化する認識方法を保持しているのであるから .との認識方法を子どもたちにどの

ようにしてひき移してやるかとい勺問題である。との点も教師の指導の重要左側面であるというと

とを忘れると.単に教師が内在化 している外在世界を提F示するだけの指導に終って しきう虞れが多

分にあ.b. 実際の学習指i~にもとのようを欠陥の多いととを認めざるを得をいのである。

以上のと去をまとめてみると.教師の指導ど子どもたちの学習と口同時的念過程であ.!:I.教育的

現象として一体的左存在である。したがって ，とれを表示する場ム 指導過程とでも書きあらわす
ロ '学・習

ζ とが良いと恩5。

指道
( 4) 過程。成立

学習

(1)に述べた社会蜘Eとしての教育と .(2)で述べた個体の発達と能力の問題から .学.佼教育にかい

て教師は社会を代表するものとしてその要求を児童生徒に提示する。それに対して.児章生設は .

その能力を刺激 し発達させる外在世界の獲得保持者と しての糊I附持すんととに望書過程の第

一歩が姶宣るといってよい。

次に，教師の保持する教育内容が .児童全徒の感覚器官を通して受容されるためには，何んらか

の形買によって表示されなければならない。そとで.児童生徒は第二段階として教育内容を表示し

たものに対峠するととになる。との場合，表示の形式にともない児童生徒の受容の仕方は当然変っ

て〈るがすである。 {表示の形式によってi";t.すぐに興味をもっとともあろうが .迦こ最初はあ会

b興味を示さないものもあるととは当然考えられる )

とむ児童生徒の対峠の仕方はどのよう念心理.のメカニズムにがいて念されるものか .との点につ

いて少し〈考えてみる必嬰がある。

主ず.児童生誕は表示されたものに対して ，それを受容しようとする構えがな 〈ては左らない。

とれ勾 .いわば表示されたものを意識的にとらえようとする心構えである。との心構えは教師の指

示によって左される場合が多いけれども ， それは教師と児童生徒が面接したときからそのよう~.指

示のあるととを児童生徒肘期待しているに相違ない。したがって，との心構えはその時から始まる

といってよいであろう。ととるが .とのよう在心構えがなされても .そとに表示されたものが児童

生徒の心討|き付けるもので~いと ，その心構え口容易に〈ずれてしをう。それではその児童生徒

の心を引き付けるというのは ，どのような心理の嫌態にたいてあらわれるか ，結論的FいえばJ そ

.f/ 

の表示されたものを意味づける という形であらわれるo との 意味づけtは それは何かuと
2 

2 
いう箆知に始i'ると考えられるが ， それは何か という自聞に対して .その答を児童生徒がとれu 

主での経験によって保持しているをらは.そのよう左問は出てと左い。ぞうすると ，その表示され

たものを何んのために教師が提示したのかという疑問をもっζ とになる。その:場合 ・それに対する

答は.とれをで展開されて来た学習の過程で.との表示されたものを予測させるような内容があれ

ば.当然その角度から 2 意味づけ するととになろう。もし .学習の当初にかいて.とのような鍵
2 
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g 

示がiI:されれば・児童生徒口とれからの学習を予想し，その観点から 意味づけ 2するであろう。

しかしJをがら.との場合，教師は単に提示しているだけでな(.当然どのような角度から F 意味

づけよ p という指導がなされるわけであるから，必ずしも児童生徒が暗中模索で 2 意味づける g角

度を設定するわけでないが.大休，以上のような心理過程をたどるものと考えられる。

そとで2意味づけ 2が念されると{とれを払喝をもったと してよいであろう).次に，その'意

味づけ gによって発生ナるい〈つかの疑問に対して答を与えるべ〈努める。とれが教併に兇室生徒

が引き付サられる{緊張)第三の段階である。との緊張の尉箸で緊張が消滅するとすれば，それは

どのような場合であろうか。第ーはその問題に対して解答が与えられた場合でふるο 斜こはその問

題を，困難さのために放棄した場合で歩ろう。第三げ持間的な断続による消滅である。以上のよう

な緊強の成立は ，それから解放を求める方向へと進展するから，そこに営習過程の推進力があると

考えることができょう.。 要するに以上のことをまとめていえば，

教材tこ対時→緊張の成立→緊張からの解放 → 緊張の消滅

という形が.学習という運動{心理的な)の諺本構造あるいは原型と考えてよいと思う。
緊張

ζのように学習の携造は.外在世界{教育・内容 )ー 、児窓生徒の関係であるが .との幣

造は学習指導にあっても，原則的にはとの関係を成立させるととである。すiI:わち，学習指導にな

いても.児童生徒が対峠するのは教育内容であって.教師では在い。しかし，教師が加わる学習指

導でt1.教師の持つ役割はいかなるものであるか.との点が研究問題。一つに当然あがってぐるわ

けである。 ζの教育内容・児童生徒 ・;教師の関係について .次のような構造を仮定できょう。

教育内容{選択された外在世界)

選
択

構
造
化

教師

指滋
したがって 過程という教育現象は.教育内容、児童生徒・教師の三つの婆素によって成立.学習

する。

3 社会科の学力

前節で述べたように .個人の能力をたかめるというと とは.逮i!?)J.認識.感情念どの諸能力を社

会化するととであるが .ζのととは.$".力の問題を考えるときの基底になるものである。学力につ

いてどう考えるかは.研究紀要第 24集 と研究集幻 (1961.$)に〈わし〈論述してないたので

そちらを参照していただ〈ととにして .ζ とでは詳細に述べiÍ:~、えだ， ζの研究を進めてい〈場

合.どのような掌・力を形成しようとするのかというととが具体的に示されないと学-習指導を観察分

析する場合，形式的な面だけに終ってしを 5心国があるので .ζの研究にかLわる範聞に必いて，

少しばかb述べるととにナる。
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研究紀艇第 24築「学力とさきt留指導一社会科編」の 11ページに，われわれは社会科の珍力を一

応次の ように規定Lた。ナ念わち .

「社会や社会生活についての体系だてられた知識=科学を，社会のさ支ざをな問題を解決してい

ぐととのできるように獲得されている総合的念能力」と

とのととの2意味1:1.本女 4 ページに一前略ーとのように外在世界と能力が結びつぐととによ b

個体の能力りたかめられるのであるが，とのたかめられた能力tl.さらに高次在外在世界控I与の前

提に在る。す1.rわち.能力がたかまるというととt1.外在世界の刺激によb客観化された能力が，

さらに外在世界獲得の可能性を保証す君、，いわばスパイラルの発達を意味するものである一後略ー

と同じととをいっているわけである。憂するに 「営んだカ」 が f-=学ぶカJ に~~じする ζ とを期待す

るわけである。

ととろで，とのような 「学・ぶ力」あるいは「問題解決のできる能力Jをたかめるにtl.どのよう

在方途によってであろうか.との点についてtl.われわれ口前倒欝 11ページに述べた「科学的な

知識の正し〈組みたてられた習得は ，同時に生徒の認識力の発達の過程である」という立場にたつ

のである。(とのようを立場にたつ理由についてi::r.やはb前掲書 5......6ページを参照されたい)

要するに，ととでいう認識力の発達が「学ぶ力Jであb.r問題を解決してい〈ととJの大前提に

走ると考えるのである。

ととるで .ζ の論述でm澗に1.rるのは. r科学.的1.r知識OIEし〈組みたてられた習得Jというと

との「正しぐ組みたてられた習得Jというととほどのようをもののととでるるかというととであるo

とれt1.いわば学習指導のm唱であ.!J.との点とそわれわれが追究しようとするもの丘のである。

次に科学的知識というととも問題になる。!袴に知識というととの意味をどう考えるかというととが

重要であるが，との問題にフいても前掲患で述べてがいたから参照されたい。

以上のようなわれわれの考えている社会科の学力を.今少し具体的な表現であらわせば.次のよ

うになるであろう。

「社会科の学力は.地理・歴史 ・政治 ・経済 ・社会についての知識を習得し，その知識が理論的

在線題や実践的な課題を解決ナるととのできるような能力にたかめられ ，かっ習熟したもので

あるととJと

とのととから.われわれが社会科で与えようとするもOtt.地理や歴史 ，政治・経済 ・社会につ

いての知識であl>.それによって，問題解決の能力を同時的にたかめ ようとするのだというととに

をる。とのととはをた ，教育内容に何をとるかというととをかのずから示すものでもある。

次に .1司時的にたかめられるととを期待する陪撞解決の能力という点が問題に走る。との点につ

いては.われわれは次のように考えるのである。問題解決というととは ，厳密にいえば，実践する

ととによ ってはじめて解決されたか否かがいえるのであって，単走る解決策をたてるだけで防府脳

解決がなされたとはいえないのである。しかし sその場合の問題が ・実践的なぞれ念のか，理論的

なそれなのかというととによっても違って〈る。社会科の目ざす所が実践的在住会人を育・てるのだ

というととはよ〈いわれるが.そうだからといって.学校教育にかいて .いつでも問題解決を実践

するととによってその能力をたかめようとナるととは効率のたかい学習の仕方とはいえない。ぞと

で，われわれの考えるのは.知識習得というととが問題解決のために重嬰な条件であ.!J.しかも，

その場合.知識の習得がどのよう'な方法でもよいのというので在(.先に述べたように .iEし〈組
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みたてられた習得でなければ，いわゆる「生きて働〈知識Jに走らないと いうととなのである。

E 研究課題と研究の構造

以 上.とれきで述べてきたととから，次のようを研究課題が成立するととになる。

「社会科にないて .認識力をたかめるととを目的にしたさす百指定詰 {運動)が三要素{教育内容 .教

師，児童生徒)のいかなる構造連関に必いて成立するか，その法則性を追究し.もって学習指道の効

率をたかめるコぢ途を明らかにするJ

とのような研究彦胞を解決するために .研究対象そのものを今少し〈わし〈構造化する必要がある。

研究対象の構造

教育内容 J。議躍的常造 f・表示形式

| ト提示の単位

い提示のための構造十提示の附准

い提示者

-、

学習指導

{授業 )

力

力

能

識

動

情

志

認

遊

感

意

f
l
a
-
-
l
i
li
-
-
、

の徒

力
生

能

童

習
児

学

-感覚

・知覚

・思考力

.言E憶力

・想像力

.言語力

f概念の成長

+弛去経験と既消概念の量と買{

L概念の拡充

。学習を進展させるための案内 .進行

教師 。教育内容の遥訳と提示 (.直現手段とコ トバとの結合による
| 方式

ト言語的文脈による方式

。教育内容を理解させるため([)1鵠〈 ・投覚象徴による方式

とのよう走研究対象の構造を設定して .教育内容 ，教師 .児童生徒の各要素ががの必のどのよう

な民たらきをもち .をた ，相互にどのような関連構造をもった場合，学習指導という連動が成立す

るのか，特に効率のたかい運動の成立に~るのかを追求するためには.前にも述べたように現実に

展開される学習指導そのものを研究対象にして研・究を進めを〈てほなら左い。

そとで.さらに ，研究課題を次のように焦点をしぼって解明ナる必要がでて〈る。

(1) 学習指導という運動が三要素のいかなる関係において成立するかを追求すること。

(2) 三要素のおのおのについて，その内部犠造とはたらきを(1)の限界において追求すること。

との(1)(2)の問題は ，実際は別々の問題なのでな<.同時的にはたら<.現象の二つの側面乏ので

あるが .とのように分けるのは，研究対象にアプロ ーチするための方法的なものと .考える方が妥

当であろう。

-8-



E 研究方法体系

以上のような研究課題左いしむ研究問題を究明する場合 .その方法的いか走るものかというととが，

次に問題になる。すなわち .われわれのとる方法が.防たして真実を明らかにすでるととができるもの

であるかどうかというととである。

方法論の府組口当然研究 {認識)対象いかんにか Lわるととである。われわれが追求しようと して

いる課題11.前節に述べたように「認識力をたしかめるための学習指道，特に効率の制小坐習控謹

止いう運動切 どのようにして成立するか」というととである。す念わち.苧習指導という全体的.統

一的左運動の成立とい うととであるから，とれを明らかにするための方法は当然.構造的抱握でな〈

てはならない。桝道的抱復口，換言すれば統一的了解である。 しかも，との構造的把慢が必要念

のは，ただ.とのt学留指導という運動の統一性を強調するためだけでなく ，研究の結果が統一的に

「了解」されなければ ，とのよう念研究課題の解決にZとらないからである。

さらに.との研究tt.いわゆる実態調査があって畿圏.研究では企い。しかし，普遍研究で左いから

ξいって，との研究対象についての実態調査が普遍的で企いというととではない。す走わち.実態調

査が描き出す研究対象が普遍的で念〈ても，実態調査が描き出すために使う方法は普遍的をものでな

ぐてはtlらをL、。 それ灯.との場合使われる方法が ，現象学的 ，解釈的 .あるいは了解的方法と

いわれるものによるからである。との方法論の普遍性陥.直観と行動によってとらえられたものを .

客観的念概念によって組みたてるというと とろにある。たとえば .実態調査は叙述手段と して，文掌

や歴史のそれが固有名詞であらわされるのに対して .翫畠概念を用いて在されるのである。すなわち

了解的研究の普遍性の硲保陥，言語と行動によってである。了解の内容である体験の一致不一致は言

認の一致不一致にかいて確められ ，言語の一致不一致は行院の一致不一致によって確められる。しか

し.そのととの客観性を増そう という場合，行動の部分もで告るだけ言語で操作できる.ものに還元し

ていくととが必嬰であ為。 結局，了解的研究口客観的概念を操作するととによ って，その普遍性

研硲保しようとナるものにほか走ら乏し、。

それでは.~ぜわれわれが.とのよう在了解的.現象学的方法によって ，われわれの研究諌題を究

明しようとするのか.との点について少しばかり述べて必〈必要がある。ぞれは ，われわれの認識し

ようとする研究対象 .ナ在わち，学習指進という運動が自然現象でなぐ ，社会的あるい口文化的現象

であるからにほかをらない。さらにさえ， ζの運動を構成する要素の構造や機能についての研究ゼ院

統計的方法の使用も当然考えられる。 しかし .それら諸要索あるいは諸国子についての統計的方法に

よる調査.の結果を.ただを らべただけでは学・習指導という全体的.統一的左現象の構造的犯怨にはな

ら会いからである。自然現象を対象にナる自然科学・の研究方法は .一切を物質に還元するととによっ

て客観性を確保し，その数量的，度数的抱握によって因果関係あ bとする。とのようを自然科掌的方

法で . ~.習指l昨という現象を解明するととは . きわめて困難であ.b .且つ.問題がある。なるほど ，

諸要紫ゃ諸国子にかかわる剖査や統計的に処理する場合もでてくる。しかし， それは了解的方法にお

いて操作事れる“ことは "の意味(概念、の明細化ψはか η，その客観性すたかめるものではあるが

統一的 ，構造的把握そのものにすり変えることは許きれない。 以上のような方法論にたって ，この

研究か進めていく場合 ，具体的な研究方法は ，研究対象に対応して次のように展開手れる。

研究1m噛(J). r~学・ ~1鵠という遼勤が三嬰棄のいか走る榊造連関に会いて成立するか」 との課題の

解明に用いられる中心的な方法11 . 観察 ， 記録 ， 分街でるる。観察する場合もっとも払彊に~るとと

I:!.どんな点一一項目 .範噂ーーについて観察するかというととである。次に観察は同時に記録され
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設ければ在らない。託路されるととによっては じめて科会的念報告たりうるからである。分術師識

の結果を蕗思.する上にかいて.分類されたb数象化されるが，との場合の分析は .当然，観察の際C

項目.a怒鳴に関係する。

今度の授業観察のための分所項目について幻， 研究対象の構造によって決定されるものであるが，

とのよう念構造図が研究の当初から精紋念ものに作られたわけでは念い。会ず，ある程度の分野項目

を一応たてて観察し記録をと tl.そとで気付いた_1).明確に会ったものも多いのであって .とれらの

繰返しによって，-).ぷ .先に掲げたような研究対象の料織化が念されたのである。とのとと同支た，

研究錬題(2)と密接に関連することでふる。

研究静題(2)は「三要素のおのおのについて，その内部構造と機能について ，学習抱導とし、う運動の

限界において追求するJこと であるが，この三要紫の以上のような内容ψ明らかにする方法は必ずし

も学習指導の申においてでになく 1ftしろ ，典型的なものを求めるには，個別面終にする方法がすぐれ

ていると本考えられる。したが『て ，この研究において本側人面緩や質問紙調苓な戸守閣いたけれど

本，ただ課題やこのように設定した意味は .先に述べた ，この研究対象の特質にもよるが，同時に ，

社会科の教育内容の選定 ，提示が数登などと違って.そのセチュエーシヨンによっていろいろ違って

くるので，常習指導の範囲において学習内容守考える必安があることと ，手らに，この研究が，いわ

ゆる教育学的研究であって ，心理学的研究でないという立場にたったから ，三要素のそれぞれについ

ての究明も，学習指導という現象の解明に必裂な限界の申においてであって，それ以上の追求は必婆

ないからでふる。

設必 .三嬰索の構造や機能の解明白 .女院泊.g，欝狸的展開に比重の多〈かかったものと ，観察，記

録 .分析 .などの方法に比重がかかったも のとがあ!J.一線でない。との点については本論におPいて

一つ一つ具体的に述べるととにする。

以上，研究の目標，縛想.方法をどについて述べ・との研究の紙袋をー暗示したのであるが，以下，

各研究練題についてそれぞれ論述するととにする。叙述の順序としては ，会ず研究課題(2)の教育内容に

ついて述べ.つぎに，児童生徒C理解をと bあげ .さらに，教師の役割について論じ ，最後に研究課題

(llに言及するととにする。
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第二章 丹署史と降客史学習

研究線題(2)を究明するにあたb.主ず.教育内容を最初にと bあげたのほ.第一予言に述べたわれわれ

の考えるさr・習指去という教育的現象の存在する意味からである。すなわち，児童生徒がさf・習を開始する

のは.児童生徒の対峠する外在世界がをず提示されるからである。そとで，との研究では児童生徒が何

をさ常.習しようとするのかという教育.内容についてr.:t.歴史をと bあげているので ，ちをず，との歴史につ

いて考察を加え.さらに，歴史を発噂するというととr.:t.どういうととを意味し.そとにどのよう念問

題があるのかを明らかにしようと考えたのである。したがって 置との章で口.歴史教育のねらい.歴史

教育.の特性，小空・佼や中金・俊でと bあげる教育内容としての歴史では，どん念目標で ，Eのような内容

をと bあげるか，さらに，そのと Dあげた内容を ，どのように年間毘当をがと在うか(すなわち.月 .

週，時に割付けるか)という点について叙述するととになる。とのととr.:t.実際.歴史を学習させる授

業を観察する場合.をず一応との佼業でr.rEんなねらいで.どん在内容をとりあげるか ，予め計画され

な〈て町会ら iH、から・である。

I われわれはなぜ子どもたちに歴史を学 ば せ る の か

1 われわれの社会をより深く理解させるために

われわれが生きてい ぐために .よbよ〈生きてい〈ために院 .われわれの住んでいるとの世界を

よbよ〈知らだr(てはならないし.ょ hよ〈知るととができを〈ては念らない。ととろで，われわ

れの住むとの批界相.大き〈分ければ自然、世界と歴史的社会的世界というととに走る。

社会科で子Eもたちに知らせようとする世界は後者，すなわち歴史的社会的世界が中心に走るの

であるがーとの歴史的社会的世界をよ b深〈恩解するというととは，結局，との歴史的社会的世界

に関する知識を獲得 し. その知識を駆使して歴史的社会的世界を科学的に解釈する能力を~得する

ととだというととができる。し、いかえれば.子どもたちが将来をよ bよ〈生きるための武器を復得

手せることだともいえよう。

2 社会を認識する三つの場合

われわれが自分の住むζの世界を知bたいと患ったf1.知るととに努めたbナる動機r-l • 大別し

て三つの場合があるように考えられる。

その徐ーは a生きていぐための直接の必艇から生じた問題を解決するために，その問題にか Lわ

る外在世界を.その悶l旬日午決という観点から知ろうと努める。とれロいわば突践的具体的左認識で

ある。

第二院 .それが存在するゆえに知bたいという興味や関心から ，自分をと b安〈世界を知ろうと

する。とれ幻いわば生活の余絡が生じて，直接生きんがための努力をし会〈てもすむ時間の生ずる

ととによって.直接生きるととに必要念事以外に・すなわち，陪題解決に間接的に関与するも のに

関心をもち.知ろうとするものであ.b.いわば未知のものに対する好奇心から発する。

第三tt.その在るものの中で真なるもの旬何かを追求する。いわば学.間的f.c立場がある。とれは

第二の場合がさらに進んだものと いってよ(.われわれをと.b"iぐ世界の輪震的追求であb知的な
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欲求から発する。

以上の三つの動機の序列は.人類の知識形成のj晶稜にみられる，いわば系統発主主的在ものと考え

られるが， ζれを現在の子どもにあてはめてみると，ぞの動機の序列&::t，第二.第三，第ーの11頁序

をたどるようであるω とれロ，子どもの生活が生きるための物質的条件の獲得を窺がして〈れるの

で.生活・に直接必要な問題解決を自らかとなうととがほとんどないととによるものであろう。

このよラに考えてみると，子どもたちが歴史的社会的批界を知ろうとするのは.それが存在する

ゆえに知bたいという，未知念ものに対ナ.る好奇v心から発し，それが ，一方は真左るものを論理的

に追求しよ号とする知的な欲求へとたかをll.いさを一方財，生きるために必要在直接的な知識佼能

の獲得へξ進むというこOID方向へ進むので侃ないか。しかも， ζの二つの方向は，まった〈時れ

ばなれの方向に行くというよ.!J.常に交叉し念がら一本の縄のようにf.!っているととが， 一散の人

々にとって必要在ととではをいのか・そして ， との交交の仕方にロ疎Jをるものと密~るものがあb

それは，その人のbかれている社会的立場によって変わるもの在のである号。

子どもたちが歴史を知bたいというのほ.第一の段階では過去に興味をもっというととから姶を

るのではなかろうか。すなわち，現在存在するものはそれぞれ過去をもち.過去口実在したもので

あt .過去があるからその過去を知bたいという未知念るものへの好奇心から発し ，それをさらに

理論的に追求する歴史を知bたいというととでロなかろうか。あるいり，歴史というものがあるが

それは一つの学問的遺産として客観的に存在している。すをわち，歴史があるからそれを知bたい

という欲求が生ずるととをのか，あるいは・とのこ者が混在した形が子どもたちは受けとめて知D

たいと忽vうかのいずれかであろう。

3 社会a:::歴史的!こ認識するということ

われわれが現在生活しているとの社会は歴史的背景をもち，歴史の所産である{厳衝にいえば過

去の )したがって，現在の社会の特買を理解するために枕 aその歩んできた遡ちをたどるととによ

って旬っき bする。あるいは，現代社会の内部に見られるいろいろ念矛盾は.社会の諸側面の発達

が臨行的であるというととに発している。そして，その発達の速い遅いl'i.社会を構成する要素と

因子とのどのようを関連によ って発生するものであるかを知るととによって，その理由を明らかに

するととができるd との一点にかいて.われわれは社会を歴史的に見る意味があると考えるが a子

ど応たちに歴史を念ばせるというととも.要ずるに現在の社会の特質はその歴史的所産をのだとい

うととを理解させるととだといってよい。

っきeに ，とのよ うを社会を知るとい号ととは，その社会を構成し，同時に社会によって規制され

ている一人一人の人間の生き方について知るととだともいうととができる。とう考えてぐれば，社

会を歴史的に認識するというととは・社会の中に生きる個人のあb方について知るととであJ:).さ

らに人間性について知ることだという ζ とになる。製するに歴史を知るというととは人聞を知ると

いうととと同義に去る。われわれは，社会科という粋の中に歴史を学ばせる意味をととにかぐとと

ができょう。
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E 歴史認識の特異性と子どもの歴史学習

l 震史lま作られるものてある。

過去と歴史は同一で企い。われわれほ過去を再び経験するとと口できをし、。 しかし.歴史を認識

するととはできる。ととに歴史認識θ基本的金問題が存在する。

われわれが現在の時点にあって歴史を認識する というととは .現石室っている過奈の痕跡を手が

かbとして，その痕跡が意味を見い出すというととである。との意味で歴史はカツシラーのいうよ

号に意味論であるといえよう。そとで，との意味サナが，真実を理論的に追求する というと とろ

に歴史学が存在する。との学問的追求tゴs歴史学.的方法論によって厳しぐ鍛えられたさT.者によって

をされ，その追求は真実に近い歴史像を描〈という形でをされる。われわれの大方の者は， ζの

捕かれた歴史像を一つの文化遺産として共有し.それを自分のものに獲得しようと努める。ととに

歴史金者と一散の者の違いがある。ナ念わち，歴史学・者は歴史像を搭〈手がかbである過去の痕跡

{史料，歴史資料…・・過跡 ，遺物，民俗等)を見い出し ，その意味づけをし歴史像を描〈のに対し

て .→支の者1":1.意味づけされた痕跡，描かれた歴史像そのものに直接面接する。

2 子どもの歴史学習は描かれた歴史像の獲得という形ておこなわれる。

児童生徒の歴史学習は，いわば ，との捕かれた歴史像を理解し獲得しようとするも Cである とい

えよう。児童生徒の歴史学習は歴史像を描〈学問的方法を身につけさぜるためのもので1":11.i:ぃ。も

ちろ勺 .モーの歴史像が真実をあらわすものがどうかを知るためにほ.その歴史像が描治通れた学問的

方法を舷併にたどるζとが必要であるから，児童生誕の歴史学留でも，その真実を確認 しようとす

る意味で歴史認識の方法に触れるとと口ある。しかし，児童生徒の歴史学習の根幹d，なんといっ

ても.描かれた歴史像の理解と獲得にあるというととには間違い左いであろ う。

とのととは社会科の他の分野，すなわち，地理的.政経性的分野のさr.冨と大きを相違がある。左

ぜf.eらは，との両分野のさすー習は.官接あるい口直接的経験が可龍であl.?.それは1をた実践によって

確かめるととができるのに対して， 歴史的分野の堂ー習t.r.直接的経験が不E民自であるからである。

E 教師の与える歴史像

前節にかいて.小・中学校の児童生徒の歴史学習は，陥かれた歴史像を理解するという過程をと

おして，自らの内に歴史像を再構成することてある」と述べた。とのととから・児童生徒が接ナる歴

史像，すなわち，与えられる歴史像が .児童生徒の歴史学習の根幹であ.1)，との与えられる歴史像が合

ずEしいものでな〈て口左ら左い。 との意味で ，教師が与える歴史像が正しいものであるかどうかが

問題に在る。との拙かれた歴史像が正しいものであるかどうかを判定する基準.を考える場合.ユネス

ヨが主催して行投われた「国際理解のための歴史教育」会議でスイスのそーレット女史のと bをとめ

たものが参考に浸るので掲げてみる。

ア 歴史が真実の追求であるとと。

イ 歴史は進化の過程であるというとと。

ウ 歴史の進化は経済的諸要因が大き〈はたら〈とい うとと。

エ 知的4情的力も大き〈はたら〈というとと。

-13ー
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オ 物的進捗と心的地主鈴は帯ーでないζとな滋除していると と。

7J 諸国は孤立から一つの世界へと進んで告たとと。

キ 人類。歴史J的発腐r.;r.民燦.時代がよび地域?とよヲて，それぞれ4命保険が あるが.JtrD底には

共通の人間協のある とと@

タ 祉会と個人の関係を教えているものであるとと。

ケ 人聞の仕事の尊さをあらわすものであるとと。

さて.以上のよ号~諸条件をそなえた「捕かれた歴史像J 口，小学校.中主主佼の社会科の内容とし

て具休的にはどのよう在ものであるかが問題にをる。との点については，主として，学習指導婆領と

教科書を分析:し念がら検討したので，そのと bをとめたものを次に記述するととにする。との指導内

容は，実際，学習f簡を行程:い，それを観察分街するときに一つの観点になるものであb.をた，と

の紀要を読設れる大方i;t.小・中学校の教師であるととを考え.その方々の参考になればと掲載する

わけである。

1 小学校6年のいわゆる歴史単元の理論的構造

o 内容の系列

(1) わが国では 農耕の生活が始せってから

(2¥ やがて.

↓ 

しだいに入々の生活も高空 b

↓ 

大畑朝廷による国家の統一

↓ 

大イじの改新による政治の改革などを経て

朝廷を中心とする貴族の政治が奈良や京

都に栄えた。

却1方に起った武士が政治の実権をにぎb

その政治tt.鎌倉幕府の創立

蒙宙襲来を経て

↓ 

その間 ，大陸の文化も坂b入れら

「れ

J 

独特の日本文化がつ〈ら

れた

武士は農村に住んで地方

の開発に努めたので

その間↓

商業も盛んになb

村ゃ町も発達し

室町幕府に及んだ

(3) 戦国の世の中がほぼ統一された前後には

j 

都の文化も地方に広会っ

た

↓ ←ョーロツバとの交渉も始を b

日本人の海外発展も盛んになった

↓ 

やがて江戸幕府が武士を中心とする社会のし〈み

-14ー

圏内の諸産業や都市が発

達し，

その間町人の経済力や文イじが高



を固めたb

↓ 

鎖歯を行な唱tt.'fJしたので

わが[通俗世界の趨筏からi器れる ζ とに

なった。 ノ

(4) やがて 明治維新が行会われ

四民平等の世の中に移っていったば

か bで在〈

↓ 

その後の政府や民聞の先覚者たちの

非常在努力によって

←欧米の文化が坂b入れられ

憲法がつぐられ ，議会政治への道

が開かれた

11:9， 

武士の変聞はしだいに狗〈なって

いった。

ヲきた近代産業も起b

臼清日露の戦争や、
}わが国の国際的地位は向上したが

条約改正を経て ' 

その後第二次大戦にbける敗戦を経て

圏内の事情も改ま b

民主的在国家として新たt::発展を遂げつつある

0 時間の配当

期間 6月第 1週よ!J1 0月第 4週 時間数 5 6時間

週月IJ内容の配当 {教科書学図 6年上を倒として)

月
時

大項 昆 年 代 中項 目 年 代
頁 臨当 '

項 自
間 数 時 間

6 16 付大陸文化 - 1921 1国の初め .....644 6 4 国のできるまで

を取b入れ 大和の朝廷

たとる 、宙填

大陸との関係

“.".......・ー・ ・・・ー ...・....・咽・•.• ..・ ・.......... .....ー..........‘'・・・ ・且・....・・...・..........

2.大化の改 645-7ω 5 3 聖徳太子

新 大イ己の改新f

大宝律令

呂奈良の都 710.......793 5 3 奈良の都

はなやかな文化

遺唐使

国民の生活
ーー ・ ........... ー... E・...曹'・・ '...咽.. ー・.....ー...............・・・・，
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項 自

7 1 101伺
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H
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…
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日
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H
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…
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氷
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人
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鵠

ぱ

刊

摘

は

M

M

緯
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…
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乱
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…
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動
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…
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山
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…
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困

…
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蒜

産

新
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…
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信

秀

秀

安

…

徳

大

朱

鎖

…

幕
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当
間
一
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i
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F
一
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一
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・
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一
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一
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…

w

剛

一
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一

部

一

日

一

一

N

t

p

N

…
N

…

N

-

u
同

一

n
汐

凶

マ

1

・

《

υ

・

v
h

t
平
一
行

一

日

…

日

守

一

時

一

以

I
}
hl
l

』:

・
・

-

BEE--:
;
一ト
-
E

.

・
・

・

・

1
a

-

-

-

・

句a
+

-
:
0

・
A

目

一

京

一

武

一

府

長

秀

'

府

…

大

一

一

の

い

謙

信

臣

幕

一

と

項

一

安

一

釦

…

咋

町

艶

-

用

一

平

一

鎌

…

室

織

と

吉

…

E

巾

江

阪

中

一

生

一

l

~

z

l

u

a

…
a

代

一

一

日

一

制

世4
N
 

士武

大 項

の中を動か

したとる

9 116 1日武士の世 1573-1867

の中ができ ー

あがったと .

ろ

士
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月I's']夫事一戸 j士 代

10 I 20 I同世界?と関 :186ト 1960

かれた日本J

o 内容ー監

レ
U刻

合

成

た

さ

ぎ

筈

治

i

u

b

ぐ

わ

御

政

活

て

あ

ら

さ

の

の

生

小

一

つ

の

ひ

の

条

下

の

ー

一

が

界

を

内

か

落

良

債

後

一

氏

世

園

国

五

廃

四

占

戦

一
当
間
一

3

3

2

2

5

4

一配
降
一

一
頁
数
一

7

6

4

5

叩

7

一

j

t

-

7

7

0

0

5

0

一品、一

6

T

9

1

4

6

一

f

一

M
~
問

問

問

四

日

一

一

万

~

日

軒

ド

ト

ト

.

h

一
年
一

m

m

m

・

-

町

m

w

一

良

一

船

新

治

鐙

動

本

出

一

一

維

政

自

の

日

々

一
項
一

7

治

会

消

界

と

し

一

一

黒

明

畿

日

世

き

新

一
中

一

也

1

2

E

4

E

，、、

戦争

発

{教科書 東雲の例)

項 白

置県

一平等

i富国強兵

j文明開化

!西南の役

(自由民権運動

;憲法ができる

j日清戦争

!日清戦争後の呂本の発てん

z日露戦争

;第一次世界大戦

!民主主義の思想

i文化の発てん

:満州事変と日華事変

第二次世界大戦

日 本

iTI日本の国の陥 じをb1'1、さな村→小さな国(2 0 0 0年前)

11 天皇り治めていた大和の国

-17ー





年代 ヨーロツバ 中 国 臼 本

' 

400 

‘ 

目

目

「

中国との交通もさかんになb進んだ文化がはいってきた

500 

皇帝がた〈 |聖徳太子!

さんの役入 十七条の憲法 ( 604 ) 

をさしずし ←一一一小野妹子をはじめすぐれた人

600 て治める整 たちを留学さぜ・中国の文化

った政治 や政治を学ばせた

政治の制度を整えた

-19-



年代 iヨー ロツバ|中

700 

'‘ 

800 

900 

国 自 本

|大化の改新 I(645)控盟主想天皇ト訴紙というごうぞくは

脚鎌足 l明ひじ土うに大きな動力を

ii一一- ~I もっていて.前髭の命令
ごうぞくのもっていた I~ 同

ソ l'日本を完全時一 口にした:IJ;わな凶
土地ぞ人民をす寸て国 1 :-て a 長!

l しようとした。 '~I
のものにすb

I I (土地主全部輔のものとき

1I大宝律令 1(701) I二試i義法jt:お227交
I ¥ Iった。 ち恥。 Iなると固からのけあたえ

I ，. 1 l ~Ì'l . 死ぬと国ζ返しTこo

rH|奈 林 郁の都 惨 黙 。ハ 盟には闘をはじめL山崎
↓ ¥丸、 ふ斗ヱニニ!.:.! 所があり ，

き元号駅皐i『政治・刻ヒ a脚〉 納 にt掴司明11時おいて治めた。
族 ¥ <T'l.'C 1..:'(7.0余年 一一 I 

空 i きかえt.:o I 白府品、ぃ，その名自助:今で

~J ¥ I も残っているところがある。
を ¥ I ~，^ J~'(佐渡ι四)
も ‘『

て

た

~ ¥ I 
υ 京都己都を秒す極i武天皇平安京 気ももをひきしめ新しい政治をおこなう

話 ¥ I !良より乏し
」‘の昔話峨!がよくおこTけオl天皇がゆ廷の中UI亡なって

政治がおこなオオ1-t.:o

貴族の政治

|武士のかと.!J I 

-20ー

土地宮肢がだんだんくずれゐ

↓ 

寅篠などが4品 、土地を自分のものに

した → 聡飴こおさめる税もへつ

のヰ孫，-e た。

900年ごろまで

師長原由:大きな~力を事挺でふるう

981将門
987藤原純友

民の政治カ2だんT々しみだれてきた

奇妙、ら遠い地方

ではたびたひもま

んらんが，j-;こり

笥tでさえもどろ

段うたらにあら

され式こ。 ー→・.(.



年代 ヨーロ ッパ 中 国 臼 本

、‘ 同 方 のどうぞくは武

， 初経のおもな役人叫蟻原氏 力をた〈わえ ，自分
主

の一族がUo，届藤原.f(t1.広 の坐訴を守ろうとし

h土地z'自分のものにして たa

殺をおさめず.おおぜL、の " 
人を働かせて ，ぜ~，t.:.くに 農民もけらいeこなっ

劫 7ってい，t.:.o て自分式こらの安全を

1000 
遺骨3時こい初工んさかえた(996) ω‘る。

|源氏と平氏l
武士のおこり

天皇の干f弄¥tJ旬、らだんと嶋敬され，

~いが盛1..0

1100 

源氏と平日量工たが~"こ争うよ うになる (11 5日 -- 11115) 

保元の乱 纏の滞

-守7護1百地頭訂
務廷の許しをえて国ごとにおき，しだLに全面こ力をのば l

してきたρ

まず平氏がこの争もに力、って藤原玲こ由わって政治をとる|

1192 今から 平精密〉死後務締斬を中心と寸る源飽Cぼろぼされる。

800~栴fかり前

1200 
|鎌倉幕府| 鎌倉をこんきょ地と定め，ここに政治をおとなう役所を紙、|

て .政治の仕盆弘はだんだん樵ってL、〈。

1192年額紛工務廷から官F夷大将布という役目をさずけられ ，武士向かしら l

となり .鎌倉E乙幕府を繍〈。 世史家政治fl'Jtl.じまり

1205年北条氏沖積維となって幕府め政治をおとなう (1219実斬殺さる〕

しかし.領車蜘きめた武家政治の潮肢がt:.L、たし、そのまま受けつが

れ.t.:.o

こうしてしばらくのrd'1，日本の酬の刷工時と鎌炉二州|

£金ゑようになっt.:.o
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年代 ヨーロツノξ 中 国 日 本

中酌元

世界4 万骨 1274. 1281 元の国が日本にけらしぜこなれとL、ってきた ，北条持病Zきっぱり

とはねつけf占二度も大曹をくり出して北九州にせめてきた。

この戦ものt.:J:j_米幕府はおとろえk。

1300 

1333 後段酌i天皇のとき，幕府をたおして車艇の政治をかし、ふくしようとしね

幕府の政治こ耳呼をもっ武士もこれと古田コって北条氏をほろぼし ，天皇の

政治がおこなすオ1.1.ニ。

1338 尊氏得策大将軍|室町幕府lほとんと.鎌倉幕府にならったものであ

t.:o 

けれども将軍宮は武士めかしらというだ

けで，地方唱r治める力がだんだん強く

なり，地方工ほとんど独立国のように

なり，ぞ由花守設が大~こなりました。

武
幕府Zこれらの大名たちをおさえるこ

士 とがぞきなし、。

が

カ

1400 
を

も

'つ

て

し、

fこ
v 
、d

ろ

の

政 (1467

治↑
応仁の乱起る〕

100年ばかり紛いた.曹T幕府のおとろえるのに汚れて，全国を統一しようと

大名たらがはげしく争うようになる。 (1550年ころ〕

1 500 

e ー: 晶圃. 

一-22-



国 本

同

昨

日

開
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縮

蜘

b
郎
氏
一
炉
問
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h

x

ぷ
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沃
一
明
J
J
J
]

ぬ

;

4
1
u
q
E
J
L
i

'
 

ん
町
一

b
間
研
一
…

一附

制

よ

欄

抗

均

株
叫
が
'
包
ほ
そ
全
の
く
市
治
冶

剖
写
ιr
J

〆
h
t

、

、

也

、

み

μ

の
/
比
一
刀
J
W剖
怖
断
4
M
悌

一

例

崎

将

こ

「

出

削

γ

戸

家

ま

ん

も

る
'

4

醜同代

η
て
江

ー'

す

へ

…
…
/
碑
/
均
一
日
語
訳
b

b

目的織田信長

!信長と秀吉1 ~ 統ー・のとら唱うで殺され，けらbの輩臣秀吉がこの
仕事をなしとげfι。

(1573足柄隠府泌さ，需要量工権をにぎ渇

大名をとりしまる:規則

日

(1603) 

匡雪面家献金箆拾統一寸ると

江戸に幕府を閥〈。

江戸町工日本でもっとも

大きい江戸械を築く。

ヨーロアバとの貿易

三ιIl(1639)主主代将軍家を

さとくの自前

キリスト教を国許少らなくしよう

とする。

|中央と地方め政治卜中央には将軍

大老 .老中 .

長長崎中国とオヲ 若年寄.奉行

γN3rj -地方こは藩ご

長い司切 とに大:slこま

200年もさこく かせた.稀工

世:界の進若効、らとり ほとんど独立
のこされた。 した酢〉ようなもの。

だいたL幕府の鎚獲にならったし〈み

中国

中ヨーロツノ4

1543 
ヨーロツA と

貿易

キリスト教

オ・骨γl'，_ 

代

1 600 

2手

関所

主主士の身分 石~ぞ役目干しきたりでこまかく上下の

区別がつけられた。

農民ぞ町民の封舌がよくなり，勢力がましてくるのをお

それで高い税金をかけたり，たくさんの街府金をとりた

てすこa

武士の権利

華客伸コ力はこれまでにだく強くなった。

袋民そ有T人は土下m.くらMコこまかいき

まり，武也こ去最tLをするとひと・い自にあわ

された，武士と農民ぞ町人の悶llq;tはっき

りと区自Ji.がつけられたb

身分骨国駿I~.I盟
1700 

産業の発達ねんぐ苦しし、郷町コ生活八代絵}I惜宗さかんにな~ 

農民ぞ町人の耳務 身分の航、武卸ヲ不平図史の研・究

1854年開国(1853三旦二盟主〕

一-2:;ーー
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与三 代 ヨーロツノξ 中 国 日 本

I ~! 脚:出れた i 武加の肋り 蔭，長.土，紀

15代 股軍事 1867 

|町|明治 天 皇 議 委D 鯨が都?核拡 福沢議官

|官街、|炉、輸こ宰る不
う ，武士1f)不

匝亙l磁荷糊械事i邑助
1900 

治明|晩祷慣県| -

か同高珂身分借股やめる，保令

5ー • 義.轍有

l民主蟻オ政党 大日本荷蹄法
はじまり ー ー (11189)

グコ 伊謝等女

若|怠蹄兵!日清日銀河』次 対ー回荷箇級会

l誌識の!貴州院

今崎蝉とらがう

白II目色本国E事i 法EF，到3公布大l日韓乎存愛機新4しPも

普通選挙(1925) 

大正14年

-政治のはじまり

アメ りカ

中国/イギリス Y速 |戦後日本の民主化| 連合事例んりょう

2 中学2年 歴史的分野の理量自民嬬進

o 内容の系列 {主として.学習指導袋領と指導監の分所 )

(1) 文明のがとb

。人類の陪じめ 人類のなとb

。世界文明のあ

けぼの

原始人 文明生活を営むようになったととを理解させる

地形や気候などの自然条件を克服

狩猟係集の段階一→牧畜農耕の段階 と生活を進
めていった
とと を理解
させる

世↓立女.~

ギ リγァ女明 .ローマ文明.宙代ィ γ ド文明 .漢文明念どの掌習を通して

して理解させる
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。日本の原始性会

主主習にあたっては.

宇俊周辺に遺跡や造

物がある場合.見学

させ，具体的に祖先

の様子がはあぐでき

るようにする。

ぞれらをたいせつ

にしようとする盤監

を養う

時代の流れを大き

と〈とらえるとと。

エジプト.メソポタミアの文明の拡大

↓ 西進

ギリ γ ア文明の形成

↓¥冶
ローマ文明

宙代インド文明

漢文明

へ1ノユズム
ー/

春秋戦国時代→漢代
」一一ー一ー一一ーー-..，.-一一一一一一ーーー__.，

の女明のあらをし a 文字や儒教~ど

が日本の宮代文化の形成に大き~影

響を与えたことの理解

ー日本の列島の地理的位置に簡単にふれ司

本民族のかと t ~理解させる

われわれ組先の生活のあらをし l 

主想的分野の学・習を基礎にしながら，とれと日本民族の起源.稲作念ど

の農耕と深い関係をもっているととについて考えさぜる。

、ろいろの学説のある ζ とを紹介する程度

じ然土器文化→早〈から ζの固に住みつき.独自の生活を営んでいた事

l 突に注目させる

ト縄文文化1..-----.->それぞれの迷いと特色に触れながら.特に弥生文化が縄文文.

|弥生文化
~ ""-，-'-化に比べて技術的に進んでいたととを理解

ち叫との時代に農耕を中心に新しい社会生活が発展していた事実

に注目さぜ.その墨主主について主主主主主

(2) 日本の宮代とアジア

。国家の形成とアジア

アジアの形勢と密接企関係をもち在がら統一に向い・大陸の影響を受けながら文化を発展

させていったととを理解させる。

大和朝廷

はじめ群小国家に分れていたわが国が.中国や朝鮮に影響され在がら大和朝廷

によって統ーにむかい・わが国の女化を発展させていったととを霊盟主させる。
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大和朝廷が朝鮮半島に進出した事情について

任影日本府の興亡
〉当時の朝鮮と臼本との関係、を浬解

中直吉うE効きに簡単に触れてた〈ととが望さしい。

大陸文化の伝来

大使との関係り政治のうえばかりで念<.帰化人を中心として.伝来文化に注

意する とと。

」儒教，漢字・仏教，種々の佼術の伝来

i ドわが国の農業や文化が発展

4朝廷の力がそれにとも在って飛躍が1に充実した ζ とに気づかせる。

自宅政文化

当時の社会について .それが生み出されていっft歴史的背景に注目し.

埴輪iiどによって .そのとろの生活状慾の一端を明らかにする

氏姓制度

ぞれが中央や地方の豪族が朝廷に統一された結果でき ~，ったものであるとと

を理解

朝廷と豪族.豪族相互の聞に争いがあったζとに気づかせる。

神話や伝承について

紀記念どの宙典にみえるとれについて .当時の人々の信仰やものの見方に触れ

た!J. 、
}学問的成果に基づいてEし〈坂扱う

外国の伸言語などにも触れる'

。大イむの改新と律令制度

十七条憲法の制定 } 

大化の改新 }中央集権的ii国家体制がしだいに成立していった事情を理解

大宝律令の制ラレ~

筒活二五度や文化が ・との制度の確立に大き な影響会与えたととに注目 させ

筒，唐の成立や発展についても簡単に触れるととが望1しい。

特に唐文化については・わが密だけでな〈

しーアジア諸国に与えた影偉大→その国際的性絡を理解させる

唐文化と闘係の深いサラセン文化にもふれ

-26ー



十七条憲法

東西変化の交流の事情についても明らかにし

て必〈のも一方法

貴族たちに対する訓戒 、
}を理解させ，それが今日の慾法

人の和を尊ぴ.仏教を敬う ζ と ー 一一一一一ー
と違っているととに注意させる

圏内の事情や大盤との関係を背景にして，聖徳太子の業跡を通して太子の政治理

想を考えさ-lt.さらにその時代にお、ける太子の果した役割を理事さぜるのも一法

であろう。

太子との関係の深い法隆寺を中心にした飛鳥文化について 観聴覚教併を使って

皐盆且に抱僅させる ととが墓古しい。

大化の改新 公地公民 1

班回収授 J→ 中大兄皇子の果した役割を明らかにして

租庸調 j 
中央集権的在国家体制jが唐の制度を学.んで成立した

事情を理解させるとと重要
4レ 一一一
大室律令の制まさによってさらに盤えられたとと 、

献花合うように改められていったとと 勺
に気づかせる

指噂に当って →制 度 ，文化の輸入に際して当時の人々がどのように苦心したのか考えさぜ .

国家や文化の発展に尽した先人の努力や業績を理解させるとと

。奈良平安時代の政治と日本文化の形成

奈良平安時代主いうのは中学校社会科の学習のための教育的区分である。

との時代の政治も文化もいずれも公家がに念い手であって共通した性格がみられるからである。

政治ではとの間 律令致治ー→摂関政治ー→院政と変b 、 とれらの推移を明ら

文化では 大陸文化の影響が強い→独自の国風文化の形成 かにし包盤させ私

※ との待代がわが闘の歴史のうえで占める意義について考えさぜる。

奈良の都と地方

天平文化

荘酌発達ト 学習を通して奈問酬の政 治 と 践 の 悌 を 望 壁 材 る

摂関政治

国風文化など

仏教やその他の文化が ，国家や貴族の保護のもとに大陸文化を受け入れて形成された事情と・

独自の国民文化の発展していったととを明らかにし

あわせて ，それが後世に及ぼした影響についても考えさせる
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奈良の都と地方 中央の政治の力や文化が.しだいに地方に浸透していぐ過程

天平文化

を明らかにする。

中央と地方では.土地の開発や文化の面でかをり違いがあっ

たととに気づかせる。

庖文イじを背最にし，特に仏教を中心にして成長したものでゐ

るととに注意させ.当時の仏教が国家や貸族の保護のもとに

政治やさ字聞の聞でも重要な役割を果していたととや.後世に

及ほ.した影響について考えさせる。

荘園制の発達 班田制が〈ずれて.9世紀の中ごろ公家や剰接の荘園拡大され

ていった事情を明らかにする。

摂関政治

国風文化

それが摂関政治の展開とも関係のあったととや.地方の政治も

乱れていったととに気づかせる

公的念性絡をもっ国家の政治

↓ 

しだいに藤原氏一族の私的な性絡をもつようになる。

とれが一つの原因となって公家政治の没落を招〈ように定明た

事情について理解させる。

Jかな文字 ，建築11どを通して一一+日本独自の特色をもった文化

が生み出された。

優美，繊細であb自然と人聞の調刷融合の点ですぐれていたと

、とを塁主主させる。

とのような文化が生み出されたのは

[遣唐使の廃止
原因 1

1間接的に 公家の富裕念生活をささえた経済

的~基盤があったととに気づかせ

る。

」手後世に大き念影書誌を及ぼしたととについて考えさぜるととが大

切

との時代の社会や文化の学習に当って

会家のはなやかな生活や文化の面にとらわれすぎて.ぞれがとの時代のすべてであるような印象

を与えやすいが

当時の庶民の生活にも触れるととを忘れないようにすることが皇室しい。

(3) 武家社会の形成

。武家政治の成立と展開

武士の是?とJ?) 
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源氏と平家

鎌倉幕府の成立と発展

建武の新政

室町幕府と応仁の乱

群雄の割拠

武家政治が公家政治に代って成立し発展していった過程と .武士

の生活やその政治の特色を理解させる。

↑ 

0a反政治との違い

武士のがとbや武家政治の成立

鎌倉幕府

武士の生活

-武士が地方の農村にかと.!?.やがて

・公家に代って政権を撮っていった過程争

.平氏と源氏を中心に考えさせる。

・鎌倉が政権の所在地として選ばれた理由 、
一一一 ?を考えさせる 0

・頼朝の政治が平氏の場合と遣っていたとと F 一一

・幕府の組織が簡素で実際的であったととの理解

-鎌倉幕府の運営は御家人制という特殊なし〈みの上に立って

いたとと。

-承久の変後 「貞永式目Jが制定された歴史的意義などにも触

れるととも，との時代の特色を理解させるうえに必要

・との時代の武士が江戸時代ととと左 D• 農村に土着して農業

の経蛍に当っていた事情を明らかにする。

、武士の自舌が次第に高まって，武士としての自覚をもち教養を

を備える工うに走ったととを具体例を示しt.cがら湿解させる ζ

2ニ

武家政治の発展過程

・朝廷と幕府 公家と武家，京都と鎌倉というようなこつの対立

.承久の変以後，武士の勢力がしだいに公家寺伎の勢力を押えて

いった事情を朗らかにする。

・建武の新政とその後の動乱が武家政治の発展とどのような関係

にあったかを社会経済の変化とも結びつけて考えさせる。

・室町幕府一一民家による統一的な体制jをつ〈ったとはいえ.実

質的には有力な守護大名の連合政権であって，はじめから弱体

性をはらんでいたとと。

応仁の乱後.幕府の統制力同会った〈失なわれ各地に戦国大名

が台頭してきて新しい勢力を築いてきたととを理解させるとと

も大切

・群雄割拠一一群雄が領内の集権化に努め

ー-29-

産業の奨励，遡自の改良t.cどを主?と念い→地方

の開発が進む

具体的t.c恕s主にかける例で明らかにする。



。アジア大陸との関係

疎開係 |

重奏宙襲来 l中屋では宋，元 ，明があいついでかとったととに触れ

日明関係jその頃の孟瓦み武家文化の形成に大きな影響を与えたととを理解

宋 a元 .明 -ぞれらの諸王朝が相ついで必と ったととに高射1るていどでと

どめる0

・主として日本とそれらの王朝の関係について理解させ.伸こ

中国の文化が，武家文化の形成に大き な影響を与えたととを

理解さぜる。

日宋.日元の関係

日明関係

。鎌倉室町時代の文化

・主と して宋銭の流入 .貿易たよび僧侶の往来 .蒙官襲来を通

して.わが聞と中国との関係について考えさせるυ との際.

禅宗や朱子学・の伝来が武家文化の形成に密接な関係をもって

いたとと。

-豪首の勃興がアジア民族の盛ん在活動を示すものであったζ

とを世界的視野に立って理鮮させるとと。在主;".との際 ，特

に言葉宙の襲来当時のわが国の園内事情や，ぞれが日本会よび

中国に与えた影慢についても考えさせる必要がある。

・いわゆる倭患や勘合貿易1.cどを通して ，貿易のあbさをや倭

冠のもたらした影線たどについての理解

-琉球との貿易についても触れると とが望会しい。

鎌倉文イじと新仏教 官 との時代の文化が武士を中心として発展Lていった事情とその特
》ーーヨ砂 『ーー

東山文化とその普及' 色を理解させる。

現在の生活の中には.乙の時代の文化や衣食住などの生活綴式が

残っているものであるととに気づかせる。

とのとろの守司社が教育や文化の うえで重要な役割を果したζ と

都の文化が地方に伝わっていったととに着目させる。

鎌倉文化 ・新仏教の興隆

・学問.物語.彫刻.建築をどのあらさしの理解

.武家文化の特色について考えさせる。

室町時代の文化 ・禅宗との関係、に必いて北山文化に触れ

・銀閣寺会中心kする枯械で絢玄1.'[東山文化の特色の理解

，能，庭園 .墨絵，慰院造在どの影響が現在の生活の中に差是っ

ているととに気づかぜ .日本の文化の特色に触れる。

-狂言 ，お叫草子 .民間行事などを通して .当時の庶民生活に

触れるとともに

都の文化がしだいに池方に広古っていったととに着目させる。
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鎌倉時代の末期から室町時代にかけて

-寺金い!?.神をうでなどが一般に銭んに念ったとと

・社寺が教育や文化のうえで重要な役割をはたしたととに気づか

ぜる。

。産業経清の発達と地方の動き

農村と都市の成長!

商工業の勃興 ド→今日の村落や都市の中に句，その基礎がとのとろできたものであると

庶民生活の向上 ! と.

'4}武家社会の確立

。ヨーロッパ人の来航

戦国時代にいたって地方の開発が進み新しい気運の芽ばえてきたとと

を理解させる。

室町時代に入ってから

村人による寄合l

操業技術の発達l;をどのように農村や農民の動きの中にも

こと一俊 ト自治組織に基づ〈生活の向上などの気運がみられたと

との理解

，特に農業生産や手工業生産がしだいに増大し・をた ，

手工業もようや〈分化して堕という組織ができたとと

.中国の貨銭が流通し，金貸業者の台頭がみられるとと

などに気づかせる ζ と。

鎌倉時代から室町時代戦国時代と進むに従って

・しだいに産業や文化の中心が各地方に増加していった

ととに注目さぜ

-都市の住民が経済や女化の新しいにない手になったと

との理解

・特にさ界のような自治が発達した都市も現われてきたと

とに着目させる。

・門商jI!IJ.港町，城下町なども栄え，今日の都市の中に

は，その基礎がとのとろからであったととに気づかぜ

る必要があろう。

ヨーロッパ人のアジア進出 l 

キリスト教のわが国への伝 ら口本人がは じめてヨーロツパ文化に触れた事情を世界的視野

来とその影響 |に立って恕併させる。

ヨーロツバ人がイスラム世界との接触などによって直接に東

洋貿易に目を開き ・新航路の発見に努力したととにも触れる

必嬰がある。
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。園内の統一

ヨーロツバ人のアジア特に日本の来航について

-ヨーロ ッパ人のイスラム世界との接触)

・東洋貿易への関心 iを背景にして

-新航描や新大陸の発見

-ローマカトリックの海外布埜

係百五五キりスト教の伝えられた事情を理解させる。

パ前の変化，戦国大名の勢力関係.国内統ーはき在影

I _~~…哩竺至。
一社会の混乱，海外進出と鎖国{島原の乱)在どと・主主

固に与えた影響についても考えさせる必療があろう。

キリスト教が比較的短其牒1に多〈の信者を獲得した事情

それが禁止された経緯

南蛮文化のあらをし念どについて理解させる。

ローマの少年使節や島原の乱の物語などを活用して玉里解を深めさせるのも一方

法

織田 .豊臣の統一事業

桃山文化

江戸幕府の成立

日本人の海外発展

鎖国

日本の封建位会の発展や鎖国の意義~どについて考えさせる。

信長，秀吉から家康の時代にかけて封建社会が確立していぐ過程

・ζれらの人々の事業たとえば

桃山女伯

撰銭令

関所の撤廃

検地

方狩

統一貨幣の鋳造

などとも隠寝室させて理解させる。

・とれらの人物については，その歴史的背景と関連させなが

ら取敏い.生徒の興味と関心をもたせるのも一方法

-その時十で背景を明らかに ，その特色を理解さぜる。

・東山文化や後の江戸文化とのつながbにも国慮し会がら指

導するのが望会しい。

ヨーロツパ人の来航に伴う日本人の海外発展

・倭冠とちがって結集された闘力を背景に行なわれたと主企

どを考えさせる。

ゅ特に東南アジアを舞台にした日本人や各国人の活躍必よび

交渉はアジア史上にかいても注尽すべきととがらであった
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ととに気づかせる必裂がある。

江戸幕府の成立 ・織豊政権と幕藩体制の異問について要点的に理解さぜ

。江戸時代の社会と文化
、

封建社会と士農工商

日本の封建社会の発展について .ζ とでをとめて考え

させるととが望主しい。

・幕落体制を考える場合 ，幕府の力が政治 ，経済，社会

のいろいろの簡できわめて強力なものであったととに

気づかせるととが大切。

-幕府が朝廷 .大名，武士がよぴ農開乞対してその行動

をきびし〈抑制したととや，秩序維持を図るため儒殺

を採用したととなどに触れる ζとも一方法

村のしぐみと農民の生活 |・との時代の社会 ，経済.女化左どの発展のあbさ会と

産業，都市.交通貨幣制度の発達 L特色について理解させる。

儒さとを中心とする学問 .教育その 卜 特に武家によるきびしい統制があったにもかLわらず

他の文化の変遷 j 国内の商工業が発達し，町人の力が強会 !J.町人女化

江戸時代の身分制度

町や村の政治のし〈み

が形成されていった事情

-i農民が生産の増大などによって生活の維持や向上に苦

心したととに着目させ

・今日の地方の特色ある産業には.その基礎がとのとろ

できあがったものもあるととに気づかせる。

・との時代につ〈られた蟹々の文化や慣習念どが現在に

いたるをで影響を及ぼしていると主に注意させ.とれ

に対して正しい理解と判断をもつようにさせる。

-士農工商といっても，実際は土と農工商とに分れてb

.!:> .そのような意味でも江戸時代は武土木位の社会で

あったととを理解さぜるととが必要

-そのあら空しを理解させる

・との時代に一散化された五人組制度や ，結婚，衣食住

などの臼常生活に関する制限などに触れ ，その影響な

どについて理解させるとと。
一一

農民の領主に対する負担

・その生活の実情のあらさしの理解

・そのような生活の営会れた封建社会の特色の理解

.農民の努力と苦心に着目させる。

江戸時代は土地経済のうえに立つ封建社会であった。
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。武家社会のゆきづま b

幕放の改革

幕府や諸藩による勧農もつぎつぎに実路ぎれた

農具・献の改良1
新田の開発 |農民の協力な〈しではでき乏いから，

副業の奨励 |上からの力だけで行なわれた主防いえない。

農耕土木の後進 J 

農具，農法の改良)

jiiJ川の修理 下農民の意欲や苦心が多〈みられた。

用水施設の完成 j 

商工業の発達

都市の繁栄 | 

交通.通信，金融 | 

などの諸制度の整備いそれらが互いにどのような関係をもっていたか

商品生産の増大 | について ，そのあらをしの理解

株仲間の発展 j 

-それが:地方のその後の産業制度の基礎と念って

いたととに気づかせる。

そのi繋，諸藩の事例に触れ念がら，地方産業の

開発やそれぞれの地方の文化の発艇に触れると

ともたいせつである。

・第 1学年のf(11郷土Jの学習との毎騒を図bな

がら重点的にと bあげるととが望をしい。

1.1: .iO' .嘉晴の商工業界にはすでに資本主義の芽ばえもみられたζ とに気づ

かせるととがたいせつである。

平穏な社会の推移に伴って都市が栄え.産業がかζJJ.貨幣が流通し，い

わゆる自給経済一→商品経済へ移行し℃いった社会の変化の過程を考えさ

ぜるとともに，ぞれに伴って

文化

Lだいに成熟してきた町人文化lこ着目 ・町人文化の特色や現在の文化と

の関連

・町人女イじのもつ特色在どを考え

させるとと。

儒教の発緩や.寺子屋.浮世草子.{O陪皆.歌舞伎などの普及がみられて元

椋文化が栄え

化政文化にいたって.いっそう普及したのであるが.武士を中心とした

文化と庶民の文化が融合して江戸文化が形成されたととを理解させると

とがたいぜっ
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新ししヰ同 〉江戸幕府のゆきづ受 bの寧情について理解させる。

社会の新しい動き|

幕放への割併IJ J 

(5) 近代世界の成立

武家社会のゆきづ合 bについて

政治.経済，社会主?よびJ思径{念どの函から総合的に考えさぜるととがたい

せつ

調~の改革でf.j . 享保，寛政治よび天保の改革などを取 b扱うが天保の改革

については s地方の動きとも関連させ在がら理解させ明治維新にかける下級

武士の動きへの展望を与えて必〈必要がある。

「留意」 江戸時代になける町人の政治力の結集には一応の限界のあったと

とである0----
~、の富の増大口身分制度をぐずしていった一つの要因であっ

たが.封建社会そのものを摂底から打ち破って武家の支盟に代

る新勢力となら17かった。

江戸時代の申期から後期へかけて身分制度がしだいに〈ずれてい〈 ζ とのJ鰍
・貨幣経済の発達制半ぃ.一部の商人に富が集中したのに対して武士も農民

も生活難に直底し，士袋工商の身分制度の維持が困難になっていった。

-天災地変の災備，鋲主の怒政一→宇Tとわし.一撲がしばしばかとるー→社

会不安が高さるに着目さ柑る。

・幾村に制する新しい係式による産業の発展に伴ぃ.商品経済が発達して庶

民の台頭もみられ，しだいに3暴落体制が崩壊していったととの浬解

武家社会のゆきづ"i!Jについて

-歯学，洋学:~どの学聞が発達し，幕府を批判する忠強が現われたととによ

っても促進されたとと。

・政治.経済，註会.思想念どの各方面で武家性会のゆきづをりがみられる

わけであるが.

-幕府政治の危機仁Iやがて国際情勢の切迫によって急をつげるととになる。

ととでは .国内の諸事情に重点、をがいて学習させる ζ とが皇室しい。

。近代ヨーロツパへの歩み|

ルネツサγス I tmヨーロツバでは蚤贈を士会がぐずれて.しだいに近代化し・わが国やア

宗教改革 |ジア各地に比べて急速に進歩していったととのあらをしをE主解さぜる。

詰ーロツパ世界の拡大 J 

指湛に当って・ヨーロツパの中世社会に簡単に触れて ，ノレネツザγスや宗教改卒にいった

感情を考えさ-tt.

・宗教改本とキリス ト教のアジアへの伝道との関係に気づかせるとともに ，

.ヨーロツパ人のいわゆる地理上の発見によって.世界の各地をしだいに結
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びつけていったととに着目させるとと。

以上安考察させる前提と して

・ヨ ーロツバの中世社会の成立と発展について.教会や荘闘などを中心に簡

単に触れる必要があろう。

西 ョー ロツバでは

-わが国やアジア諸地滅よbも早 〈都市が勃興して封建社会が〈ずれ

.しだいに国民国家が形成されていったが ，

・とれとともに.地理上の発見念どによって.世界の各地がしだいに結びつ

いていったととに着目さぜる。

[指導計i閣のたて方に工って附 ・ととでイスラム世界と十字軍の迷征を扱い.封建社会の崩

壊と国民医家の形成を関連させて考察させるとともできる〕

ルネッサンスについて

宗教改革

世界の拡大

. ~ぜイタリア諸都市にかζ ったかを考えさせる。

-人間性の自覚に基づ〈人間中心のものの見方や考え方が近代人の誕生を意

味していたととをじゅうぶん理解させる必袋がある。

-それがヨーロツパの社会にどのような影響を与えたかについて考えさせる0

.新教の宗教改卒にとも左うカトロック教会の改革やオランダの独立につい

ても簡単に触れる。

・そのとろの東洋貿易の事情 | 

科学.技術の進歩らにふれ.それらを相互に関連させて考えさ

国民国家の形成 |せる。

・カ トり ック教会の改革とキリス ト教のアジアへの伝道との関係をと ζで扱

い・ 日本史との結びつきを深めるとともできる。

。民主主義発達と産業再t命

イギリスに必ける談会政治の発達|

アメりカ合衆国の独立 トヨーロ ツバ ・アメリ カでは早〈から近代的改革の努力

プランス革命 〉がなされ .民主主義の国に発展していったととを理解

産業卒命の進行 | させる。

科生学の進歩と近代女fじの発達 j・現在の生活機式や社会問題が産業革命のとろから姶を

っていたととに気づかせる。

{註 )それぞれの国の特殊性や復雑念様相に深入bする ととな〈・歴史の発展の流れを大き

ぐっかませるととK留意し.特に斜学・や文化についてのさf・習でほ人名投どの列挙に終

らないように注意する必要がある。

学習の重点

ヨーロ ツバにかける政治 ，経済 .社会の近代化の道筋や近代交1[:;の発達などの学習を

通して，近代社会の発授とその持買を口あ〈させる。

近代民主主義 ・目覚めた民衆が強い主i悔や特権身分と戦ってかち取ったも
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のである。

・イギリスの議会政治の発達 .アメリカ合衆国の独立 ・フラ

ンス革命はそれぞれの療相を異にしているが，人権を確立

し.国民主権をもとにした近代政治体制を築きあげた点に

かいて幻共通念目標を達成している。

・強い主権や特権身分に触れ.なぜイギリス.フランス，ア

メリカ合衆国では早〈近代民主主義が発達したかを考えさ

せ，近代民主主義の慌れを大き〈っかをえさせるのがねら

し、。

-イギリスに必ける議会敬治の発達で口，ぞれが長い年月に

わたる苦心の結果実現されたものであると左。 フランス草

f 命の後，ナポ レオンの帝政が出現し，その後二度革命が起

b. それが民衆の動きをがさえていた他の国々に大き~影

響を与えたととなど ・それぞれ革命の意義はじゅうぶん理

解させ左ければ在らをい。

・アメ リカの独立は.との国が世界で最初の連邦共和制を樹

立した国で~.!J .南北戦争を経てしだいに民主主義国家と

して成長していったととにも触れる。

・ヨーロ ッパ諸国の中には民主主義の力が弱〈ドイツやイタ

リアのよう在国民国家の形成が遅れた国もあったとと。

・ロ シアのように皇帝の専制政治のもとで封建的左差是奴のし

きたDが行左われていた匡もあったとと念ど簡単に触れる

とどが望会しい。

産業革命の進行 ・イギリスにbける科学の発達と諸発明，資本主義社会の成

立とヨーロツパ諸国家の発展.社会問題の発生左どにフい

て学習させる。

・社会経済の発展と相会って，産業革命が妓術上の大変革を

も之にして進行したばかbでなぐ.人間生活のうえに経済

的にも社会的にも政治的にも大き~影響を与えたととを王星

解さぜる。

4 経済の近代化が科学 .後術の進歩や自由主義.個人主義の

精得にささえられて行念われたととの理解

・資本主義社会では ，低賃金.失業.スラム街ttどの新しい

社会問題が起ったととの理解。

現代の社会上の諸問題の多 くはこのころから起っていると

とに気づかせる。

・イギリスに起った産業革命口大陸諸国やアメ リカ合衆留に

広がっていった。
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政治の近代化の遅れた国々でtl.経済の簡でも相関連して

近代化が遅れ，ていったととにも簡単に触れるとと。

科さ空ーの進歩と近代文化の発達

• Iレネツサンス以降の文化を重点的に支とめて考えさせると

とが宴会しし、

.人間中心の考え方が確立し，ぞれが政治の改革や産業革命

のささえに在ったととを理解させる。

・社会の変革がミT・問や思想や芸術の面1.l:どに強〈映し出され

ているととに気づかせるとと。

[指導に当って〕

・文化だけを他のものと切b離して扱うととを避け念問や思

想と民主主義の発達，自然科笠てと産業革命の進行などのよ

うに関連づけて扱うとと。
'-1'、

. i_の場合.科学やJ歓偲~.芸術が社会とどのように影響しあ

っているかについて具体例をあげながら考察さぜるとと0

.特に近代交化の特質を大き〈っかをえさぜるようにくふう

するととが必要

。ヨーロ ツバ諸国の海外進出ξアジア

・オラング，イギリス，フランス.ロッァ1.l:どを中心に取b=l扱う 0

.産業革命がアジア諸国lこ及ぼした影響についても考えさせる。

・アジアの内では .i符，インド{ムガール)のととを主とし・ヨーロツパ諸国の日本への接近

を前提として取b扱うにとどめる。

・アメリカ合衆国のアジア;進出については(6)にb いて坂b扱う。

アヘン戦争.イギリス飯インドの成立とろ古での，和.英.仏 .露などの進出

土，インド{ムガール)がよび清の移b変 b

・欽諸国がアジアに進出する事情

-資本主義の発展の影響を直接に受けたインドや清がどのよ

う1.l:状態におpかれるにいたったか，たとえばアヘン戦争，

太平天国の武をどを通して理解さぜる。

・(6)の学習に前提を与える。

ft包湛に当っ て〕

・欧諸国のアジア進出がイスパニアやポルトガルの場合と主主

なb植民地役得を目ざしたととに気づかせる。そのため 1

年の(5)全体としての世界と闘速させて扱うととがたいせヲ

.ロシアの極東経略については.i宵の国力の消長に関連して

扱い，日本への接近にも自を向けさせる必要がある。

・iZi:，~ .アジア進出が遅れたアメリカ合衆国については{自)で

日本の開国と関連させて扱う。
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!日} 日本の近代化

。明治維新

開港

王政復古

制度の改革

文明開化

4
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-閣の内外の復雑な情勢の中で園内の経済社会がよぴ思想の

発艇に伴って行在われるにいたった事情を理解さぜる。

・それが近代日本の成立に果した役割j

-維新の当時者がわが国の独立と発展のために払った苦心在

どについて考えさせる。

・当時の日本をとり会〈国際情勢の理解のうえにたって

.鎖国から開国へ

・封建制を廃して近代化へ踏み切ろうとする圏内の復雑左事

情のあらをしを底解さぜる。

-政治的 i

経済的 Lの改革がその後のわが簡の発展に対して色つ意義

社会的!と役割をつかませる ζ 左。

a との改革の復d的な郎と革新的会簡をもっていたととを兵

休例に即して理解さぜる。

・ペリ ーの来航とその意義をそのとるの世界情勢の恕解のう

えにたってf;t;f.，(させるととがたいせつ

-各時代にないて国民主朝廷主の関係がどのように変ってき

たかに触れながら在戸幕府が滅亡して ，新しい政権が樹立

されるにいたった魁品を朗らかにする必要がある。

・政治問題!

経済事情 〉をどが一体となってはげし〈社会を揺bうごか

思想運動 lしていった大綱をはあ 〈させる ζ と。

開港や王政復宙の学習に当っては(4)のうち巴武家社会のゆきづ詮 tlJ特に天

保の改革1.i:ど6弓学習左前漣づけて揖算する。

制度の改革や文明開化

明治維新

開港

王政復宙

-現在の民主主義の珪:念からi!ff!少評価しないよ うに。

-維新当時からその後に続〈わが国の近代化には当然その限

界性も考えられるが ，国内の政治 ，経済の発展に伴い ，た

とえば身分制度や大名の土地人民の支町1.i:どの旧制度を破

棄して近代イむを指向した努力などじゅうぶん認めるとと0

.廃落置県や地租改正などは生徒の走塁解能力を越え在い限b

それが行なわれるにいたった事情やそれらをもっ歴史的意

義を考えさせるとと。

維新の当事者 ・必ずしも嬰路にあった人だけでな(.新しい政治に志向し

た人々も広〈考えるべ主である。
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。立懲政治の成立

自由民権運動

-当時の国際情勢をみると .わが国が重大な危機にさらさ

れているととが解るが .との難局を打開して，独立を維

持した苦心について個々の人物の業績にとらわれる ζと

なしその歴史的背景をじゅうぶノ創事させたうえで味
_-写

わい考えさせる。

-郷土にそのような人があれば .ぞの人を取りあげるの一

方法

1 .わが国がしだいにJ[[ftfiiJ:1:政治形態を整えていった過程を理解

大日本帝国憲法の制定

議会政治の発展

させる。

-特に議会政治の実現に口多〈の人々の努力が重ねられたととや

。近代産業の発達

-念がそれがじゅうぶんに実現され左かった事情について考えさ

せる。

自由民権運動 、はじめ士族によって起され，しだいに地主や都市の有力

者を中心にして各階層に広がっていったととをE主解させ

る。

大日本帝国憲法・制定の魁屈を扱い，それがアジアでロ最籾のものであっ

たととに気づかぜる。

・欽定癒法であって .現在の日本国癒法と異なる点を説明

し，第3学年の基礎にするとと。

近代的政治形態について

・主と2して立買底的:1:三権分立のし〈みをさしてなt ， 

.地方自治制度の開始 l

帝国議会の開設 Lわが国の立憲政治のしぐみがしだ

糊の整備 )と竺竺ぎていったj躍を理解

きせる。/

条約正にあたって大き〈寄与

したζ とにも気づかせる。

議会政治の実現がじゅうぶんで急かった事情

-藩閥の勢力にふれをければならない。

-倒幕運動から王政復宙にいたった過程 卜が影響していた

・国家の力によっ て近代的在装いが急が「ととを考えさせ

乏ければなら左いとと。 Jる。

富国強兵 卜近代産業の発達のあらを しを王室解させる。
回 一

日本の産業革命と資本主義の発達トわが国の工業が始め官主主?とよって発達し売事情と

社会問題の発生 j 

-近代工業が戦争と深い闘係をもちながら発達していっ
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たととに着目させ

. iZ:t~急速に先進国に追いつとうとしたと とから ， そと

に多〈の問題が起ったととに気づかせる。

わが国の近代工事業が明治維新から日露戦争にいたる会で ，諸々の段階を経て発達していった

らbさををぎ・'fiiするが，単に産業経済の面だけの考察に とど吉らず

社会生活の変阜 、
t iZどと関連しあっているととに注意する。

外固との関係の推移'

わが国の近代工業は ・富国強兵や殖産興業のかけ声のもとに .最初は

政府の事業として.軍事工業.制整工業などに関する工場がつ〈

られ

次第に民聞に払い下げられ ，政府の力で保護育成がされ左がら

民間資本が成長していった。

しだいに朝鮮半島や中国にまで市場を広め外国資本と対立を生じ

るようになった。

‘圏内の経済租織の盤備 ，拡充に伴っ て.1 9 0 0.[戸商採愛には綿工業

部門は産業革命を必え。

・日露俄争前後→第一次世界大戦にいたる間，重工業の躍進をみた。

わが国の資本主義の発達はJ園内の政治問題や国際関係とからんで，ときには外国主武力を

もって戦うようになった。

資本主義発達のかげに ・都市と農村の問題 | 

・社会主義J思想の台頭と労働問題:し在ど.在重々の問題が起ってきた

・農村経済の窮迫 | 

・中小企業問題 l 

。近代文化の形成

新しい学問と教育!ぞれ全でと著し〈違った文化が急速に形成されていったあbさをを理

科学と文化 J解させる。

・との際.西洋文化の摂取を急〈・一方，伝統的念文化について考えよ

うとする動聖のあったととに気づかせるの

・科学や文化の販D扱いでは .いたずらに細い史実の列挙に限ら左い

ように留意.明治時代の特色を全体としてつかをせるとと。

新しい教育制度の採用主教育の普及

近代自然科学の摂取と世界的学者の輩出

美術 ，文学 .音楽など西洋文化の移入に努力した事情について理解させる。
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日本画のような伝統的注文化もその価値があらためて認識され，新しく考え在かそうと

する動きのあったととに触れる。

新旧の両思想の衝突や芸術上の混乱i1:どのあったととも忘れ在いとと。

。
'

M
 

J
f
 

つ
みの4

M
 

のも'v 
し覚同

間

関
可

g
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白
剖の榊然

↑

|
|

|

向
口

-物怒学，医学・;zど多〈の学者が現われ.世界的念発売が在され研究

成果があげられた。

とれらのさ学問の発達は教育の普及と密綬左関係をもっていたととに注意

[文化の扱いでは) ・単に文化それ自体だけをさ宇・習させるので;z(.その時代の社会の動告と

隠お裏させながらとらえさぜる。

・ヨーロッパ文化の移入にあたって.表面的に受け入れられたきらいのあ

るととに気づかせる。

-絵画，音楽，文学:;zどの部門で，伝統的1.;:交イじ?と新しい西洋流の文化を

"iじえて，しだいに日本の近代文化が形成されていった姿を大き〈とら

えるように努める。

・近代文化の特色についても考えさぜる ζとが望を しい。

。国際情勢と日本の抱位の向上

朝鮮との関係|

日清戦争 | 箆雑在国際関係の中で，園内の数治，経済，文化念どの発展をもとにして

日露戦争 | わが医の地位がどのように向上していったかの理解

条約改正 j 

f指導に当って〕 ・国際関係と圏内の政治や経済f.tどの事情が密接な関連をもっていたとと

。乙着目。

・条約改正にあたっては，国民の多大な苦心があったl誌を理解させる。

. ~量際社会に登場した日本と外国との関係については.わが国の立場を公

正に判断する態度を餐うとと。

・恩際情勢については.分割され植民地化されたアジア.アフリヵの動き

に触れをがら.中華民国の成立前後の事情を日本との関係にたいて理解

させるとと。

国際情勢 ・ヨーロッパ諸国の資木主義が高度に発達し・強力な軍事力をもって互い

に対立しながら・アジア.アフリカを植民主!げむしていったとと。

・アメ リカ合病~やロツアの勢力がアジアトこ伸びてきたとと。

.r:t国では消朝が英，仏，独などの資本主義勢力の圧迫や漢民族の聞に革

命勢力が台頭したととによって伺!れ，中華民国の成立をみ?とをど。

日清 .日露戦争

・単に両国の芳l;答関係や国民感情を指摘するだけに止安らず

・ヨーロッパ諸国やアメリカ合衆国aどがアジアに為ーする利簿関係.勢力
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を及ぼしている程度など.i青露をめぐる間際環境などをできるだけ広

〈念がめる ζ と，

条約改E ・日:本の留際的地位の向上肘，国際情勢に対処してきた。

わが国民生活の向上 、
}の総合された結果であるとと。

産業，経済，文化念どの発達ー

・知ヲ改正におって.国民の多大の苦心があったととの理解

績民地化されたアジア，アフリカの動き

義和同事件!

辛亥事命 〉企ど中華民国の成立百iJ1;愛の事情をわが塑との関係の変化にないて理

五・凶運動 Ii鮮させる。

約二つの世界大戦と百本

。第一次世界大戦(大戦にいたる国際情勢やわが国の参戦など簡単に触れる程度)

大戦にいえる国際情勢

。動揺する世界

・帝国主義政策がとられていたヨーロッバにかける

列強の経済 .政治上の対立]

その対立』こからむ民族品唱 ド要点的に触れるとと

ヨーロツパ列強之日本主の J

外受関係など

・日本はすでに条約改Eを行設って世界の舞台に登場していた0

.日本がとの大戦に参加した事情を明らかにしてか〈

級事の進行について

・アメ Pヵ合券ぞ国が参加した経緯などにも触れ .戦争が世界的規模に拡

大していったととを埋解させる。

ベルサイユ体制と国際協調 l 

箪縮会言葉 |主製諸屈が新しい体制をうち立てようとしたととや.

経済の世界的不況 fそれらの諸留の対立が激化し.第二次大戦となった事情のあ

社会主義とソビエト連邦 |らをしについて煙解させる。

イタリ 7. ドイツの独裁政治

第一次大戦後の世界について

-同際迷盟や盟理主会議1.i:ど世界の平耳前金持について動きがあったが .そ

れ肉体いろいろ欠陥がみられ，絶えずさ全ざ1きそFr.l鳴が起っていた。

.ベルサイユ体制についてみると

民族の自立や自決を願う理想に反したあD万

大国の意志で小島の希望が入れられなかった事情

敗戦国に対するあ会 bにきびしい賠償があったととなどの欠陥があ

った。

ー-43一一



-戦後社会の不安定

現状の変更を欲しない大国主義をどの強固のがl害の対立

・以上が互いにからみあって世界の不安を招き，

・ついにファシズム国家の侵略の開始とな b第二二次大戦十こいたったとと

を明らかにする。

経済の世界的不況

・とれを乗bζえるために諸国がとった新しい体制に触れる。

ニューデール政策

ブロック経済

・やがて台頭してきたイタリア.ドイツの独裁政治も.との問題に関連

しているととに注意

ロシア革命 ・共産主義社会の実現を目標とする新しい国家組織の出現と，その独裁

。第二次世界大戦と日本

制党政治の能移

的な国家権力に注目させる。

-数次の経済五か年計画による進展にふれ

・社会主義国家がはじめて出現した歴史的意義主世界各菌に与えた影響に

についても考えさせる。

経済界の変動 | 第一次大軟後から終戦にいたる園内情勢の推移を世界

新思想と文化 | の!!rJJきや大陸問題と関連さぜて態解

中国の民族運動と臼本の大陸進出 〉させる。

箪部の政治への介入 I r指導に当って〕

日本の敗戦 j 転に重点、を卦〈。

."!l:た .との大戦について反省し，特に戦争のもたらし

た人類の不幸について考えさせる。

「動揺する世界J の内容と僕躍さ{t~がら

・主として，わが国の国内情勢の推移について理解させる。

世界の動きや特に大陸問題と関連させて扱う。

政党政治の推移

・藩閥政府に代る政党内閣の出現 l 

-国民大衆の成長 ト会どと闘速させて扱う0

・大E年間のデモタラシー思想の普及|

文化 ・大衆への普及顕著

・明治時代の曲化 .啓蒙的企ものとは異在った新生面

経済界の変動

J第一次大問問では戦争の反乱関東大震災，経済の世界的

不況の打撃を受けて.社会生活に不安や混乱がをきかとされた。
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IL.一方.財閥が形成されて .日本の産業経済を支臨する

L一歩とれらが臼本の大陸進出 .箪部iの政治への介入

政党勢力の動量と日華事変 .第二次大戦へと歴史的につながっていると

とを理解させる。

中国に関してり(5)r日本の近代化Jで扱った中華民国の成立と関連させて扱う。

・第一次大戦争に必ける日本の|日ドイツ権益の継承

-対華 21か条の嬰求

・中国の主権保持 .独立確保の民族連動と日本の大陸進出がどのよう在

関係を もつかの理解

以上のととがらを中心にして，わが国が第二次大戦に進んだ道のあら委しをとらえさせる。

との間にも

わが国の国際連盟の脱退

防共協定などにみられる日本 .イタリア.ドイツの艶丘が行なわれたと とにふれる。

第二次世界大戦 ・わが国内の勤き 1 

・日本と中国との関係! などと闘速さぜて .開戦から終殺にいたる経

・三国同盟の成立 |過を明らかにする。

・連合勢力の連携 j 

との際 .第二次大戦の一環と して闘姶された世界史的意義や .特に戦争のもたらし

た人慣の不幸について深〈考えさせるととがたいせつ。

をた .戦争への道をたどってわが国の動きに反省を加えるとともに .

わが闘が自主独立のカを養って，世界平和の維持確立に努力すると主が現在のわれ

われにと って，もっとも身近な重姿事であるとと も理解させる ととがたいーせっ。

刷新しい世界と臼本の課題

日本態法を制定し 、
}留の再建主民主化を図ってきたととの理解

復興と独立に力を尽し '

世界に必いては

国際連合の成立1

AA諸国の独立 Lそ ζに旬さ会ざ全の問閣を起っているととや.いわゆる原子力の時代の

画家群の対立 j出現とあいをつて けをせ坐 主 主 叫 さ れ て い る と と を 璽 壁 材

。日本の民主化への勘き

変転する世界の情勢の申で .わが闘がどのように歩むべきかについて .

国民のひとbとして考えさせるととがたいせつ。

1 ポツダム宣言に基づ〈占領政策下に.日本の民主化をさをたげるものを除去し・民主化

を進めるととに努力 した諸革政

政治凶天皇の人間主言

新懲法の制定

民法の改正

-45ー



参政権の拡大と政党政治

の復活強化

経済面農地改革

財閥解体

生産の再興とインフレー

γ ョンの克吸

労働運動の展開

文化国 教育制度の改革

学問宗教の自由とその民主化

科念.妓術の向上

国際的な文化交流の再開

一つ一つにわたってき学習さぜるのでな (.歴

史の流れの大筋を展望させるととをねらう。

2 朝鮮動百円発や，いわゆるサンフランジスコ平和知の締結された 19 5 1年臓は

戦後史の一つの画期といえよう。

日本の自主性回復への努力が各方簡に目だってきた。もちろん ，現在もなが ，民主化の

ふじゅうぶん左点は少な(Frい。

わが箇の社会の直面しているさ会ざ~~問題について.ととでは問題の所在を指摘する

にとどめ，それらの学習は第 3学年にゆずる。

。戦後の世界の展望 ・国際連合の設立とその活動について;理解させる。

。原子力の利用

• r冷たい戦争Jと呼ばれ ，アメリヵ合衆国主ソ連の二大陣営の対立による国

際政局の緊張と対立のあらまし

・第二次大戦のもたらした大きな変化のーっとして .AA諸国の独立とその発

展の諸事情を取bあげ，朝鮮の動乱や，中近東の動乱について考えさせる0

.原子力の利用のしかたによって.人類の滅亡か繁栄かの岐路にたっている。

.今次，大般の末期にないて，人類の歴史上はじめて原子爆弾の被害を経験し

た日本国民にとって.世界平和の願いは切実である。

.広い視野と新しい社会を築〈明るい稀望をもたぜる。
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。時間の配当

月 週数 内 廿~ 時間数 月 適数 内 廿- 時間数

(1) 文明のたζb ( / s) (6) 日本の近代化 ( 3/) 
1/ I，t 

人類のはじめ 3 明治維新 g 
I，t 3 

世界の文明のあけぼの 7 

臼本の原始社会 s 立憲政治の成立 ι 
I♀ 3 近代産業の発達 主

(2) 日本の古代とアジア ( .2 7) 近代文化の形成 'f. 

国家の形成とアジア 7 
s I，t 

大化の改新と律令制 /0 国際情勢と日本の地位の g 

奈良平安時代の政治
/ 3 

向上

(7) 二つの世界大戦と 日本 {之7)

と日本文化の形成 /0 第一次批界大戦 7 

L I，t 
(3) 武家社会の形成 ( .2 3 ) 

武家政治の成立と展開 ι 動揺する世界 /0 -
.2 'f. 

アジア大陸との関係 7 第二次世界大戦主日本 /0 

鎌倉室町時代の文化 s 3 .2 (8) 新しい世界と日本の課題 ( /0) 

7 .2 産業経済の発達と地方の s 

動き

(4)武家社会の確立 (33 ) 

? 'f. 
ヨーロツパ人の来航 55 

国内の統一 g 

江戸ミ時代の社会と文化 /ρ 

ト一一一

同 上

/ρ I，t 
武家主士会のゆきずを D 10 

(5) 近代世界の成立 ( / 9 ) 

近代ヨ ーロッパの歩み 7 

民主主義の発達と産業革 ι 

/1 'f. 
命

ヨーロツパ諸国の海外進 ι 

ttl.!:アジア
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隆史的分野内容一覧

ヨ ロツ Jξ ( ゲノレマ ン 〕 ロ 可'" エー ゲ・.<¥'.!リシ ーア オ リ エン ト インド ・東南アジア 中

人類文化のはじめ 石器時代の文化 人類のはじt

ジヤワ 直立敏人

(50 万司F-~6

(30 天奔~1
~t涼l原人

(30 ヌ斧~ 90万年)

(AO万年""" 50万年)

，、ィデJレベル人 /'・道具の使用

ヰ7'/デルタール人(0万年.-...;3万年) ・ 火のf史朗杓 ~9;石告lt 狩猟主主ー集 ・ことばの僧廓

Fロマニョ γ人 ( 2万年.-...;1万年} か1穴住居領事与 |白石器

骨角告量 策教 芸術〉起源 → ス4イン ，71レFミラ洞窟(野牛国)

ドルメ Y
新石器

金属録

盛穴式住居

紛紛
必牧

pνF島

西洋文明のおこり

文明のおこり

才リエ ソトの交{ヒ 1 

ジプト メyポ.:;z，， 7

ナイル向 ------- チグリス .ユー7ラテス河
小回線ー食業

大盤家

ピラミツド スフイ γタス
大陽暦 (4241.B.C) 太陶器

実文・数学・ilIlI量術 欄~字
象形女浮

インダA 戸I

~へγジョグロ( 2500 B'. C) 

都市

鍋基

一増強の文字

。。。

;000 
7ッツ ~7 ガγジA戸I

パラモ y教 (ヒYズー教の

もと)

カースト有国躍E

中民の文明

質問

般 ( 400日年前) 食費信 念1修

政滅s; (1122 B.C) 

用 (950B.C) 封建制度

↓ 澗し/ 
秩 (770~ 4口2B: C) 

4“5叩0仏 C 生d訪うイ似ゆ脳ぶ

パピロユア(4000年前)

ハムラピ程棋(1946BC) 

_-戸バノレカγ半島より

ギリヶ l' ~

! 
リタア

ライ人
ユダヤ教

↓ 

ユダヤ・イスラエル王国 (935B.C' ) 

アル77ベット(自 80B・0)
フエニキ7(840 B.C) 

航海術.商業

'C 

500 

ローマ市建設(75013.c) ポリスをつくる (750 B. C) 

l植民滞建設 (700 B.C) 
ペルシア (60

B.③ 

世界帝国建設
ローマ帝政 (27B.O)アウグスツス

政治

法律ローマ法

外交

土木護笑

軍事

ソクラテス (490"""399 B.O) 
プラト γ (42A~J348 B.C) 

ア リス トテレユ(384~323 B.C) 

マケドニア (350B.C) 

アレキサγ〆ー東証 (324B.C) 

シア戦争 (492~448 B.C) 

シヤカ (B. 0480年頃死)

仏教

キリスト降誕 (04B. c) 

シヨカま (273B. c) 

y ニズムの段怨

ドカユシカ王

¥ (20~ 140 B.C) 

. 抽晶画 イγ ド
ガンダーラ美術

~'N ~t酒部

n故調時代 (403"""221 B.C) 

↓ 
炎 (221 B. c) 始皇帝中央1

2耳(202B.C) 

張鷲醐J

08新際滅ぶ 新王寺事

25光武帝 按漠'

57 
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J 寸 メYポタミア
チグリス.ユー7ヲテス河

ンダス
J. C) 太陶雷

f 櫛杉文字

パピロニア(4000年前)

l ハムラピ法典(1946 BC) 

アッ‘ンリ ア

(935B.(') 

80 B口)

ペルシア (60
B.C) 

448 B.C) 

一 一

キリスト降誕(日4B.C) 

ー一一ζ .:...:._J

人類文化のはじめ

ジヤ ワ 直立猿人

(50万年-60万年)

(30芳年-1旧制

イソダス何1

そへγジョダロ (2500 B.C) 

都市

錦喜

一種の文字

ガンジスiOJ

バラモン教(ヒンズー教の

もと)

カース ト制度

シヤカ (B. ('48日年頃死)

仏数

石器時代の文化 人類のはじめ

北京J京人
(3D 万年~ 9日万年)

(40万年 - 50万年) 火d別用 l日右器

中医jの文明

言在河
殴 ( 4000年前) 農業象影文字背銅器

E生成S; (1122 ll. C) 

封建制度

芽周|

(770'" 402 B: C) 

650B.C 生産力伸ぶ

周 (950 B. C) 

春秋

育事宇治弊(万貨 可fi貨}縦走

まし予 (551""'4.79 )3.c)孟子鴻教
老子・荘子・2量殺 ↓ 

儒学

生蜜豆おL主主
会<nl塁がほぼで

西減より帰る(139~126 B.O)きb

良工商の発達

美省管工芸F漣歩

主士会のしくみも

梯

，. .;.; 

194 B.C 衛氏朝鮮建国

よ08B.C 波ぶ鰍蹄置く

27 B・0 高句麗建国

日本民族のおζ り

旧石::H岩街)

プレ純i文 (800日年前}

新石器

稲作 i 

宮んだ者まじない 共同作業 l 

vmっ一二二橋一-i

日本列島の位鑑
/北方系

日本昌己決の形成<"
¥南方系

08前漢滅ぶ 菊I 王寺手

25光武帝 後渓 '

漢窪
田倭奴国王俊吾、 印印紫絞

大和事挺F統一事喜善

小恩の分立 100あまり

奴 政治的l

-一ー金印宗教的十支配者 i

物質的j↓世襲

{漢警による )

経 済 L- ネ土

弓矢狩。猟採集

もり.つりばり
住居の大きさ，部落の大きさ

1戸 5.6人 - 10人 数{~

1 

オ稲制乍(2DDB. c) 

低湿地

水田直播

』

主主知コ発達 差是具 木や石
住居 感穴 定住

鉄棒の使用 →生産の増大
築主吾大

用水路 国のあぜ土木工事
主主巳膚古σ古監跡

収穫物グちた小貧富の差を生ず 集落閉め争い
a 



国

PIJfIi l日石$，

洞器

まま 育銅貨雪事{刀1君 布貨}

l矛 (551"'479 B.C)孟子係数

E子・主主子・道教 ↓ 
儒学

盤笠~
会O~ñ却まぽで

139~126 13.0)射こρ

王使い

段J識のぬ逮

美術工事室付隼歩
社会的しくみも

複雑

印印紫綬
~1!} 

朝 鮮

194 B.O 衛氏報課耳建国

♂8 B・c 滅ぶ楽削除置く

27 13. C 高句麗建国

E主

日本民族のお乙り

l白石 総 ( 岩 街 )

治

日本列島の位遺
~~t方系日本民族峨紙ぐ〆
¥南方系

プレ鰍文 (8000年前)

新石器

大和務挺崎E一事業

小国の分立 10日あまり

奴 政治附l

金印宗細!Jt 
物質的 l」襲

(漢部こよる)

日

経

狩猟採集

. 

弓矢

もり ・つりばり

オ稲耕作(200B. c) 

低湿地

直矯

金具 対立や石

↓ 

済

水回

僻怖使用→生産の鳩大

土木正芳 F財 嚇 回のあぜ

収穫物σ工大小 食宮の援を主主ず

1 

. 
S 

I 

社

住居の大きさ ，混同答の大きさ

1 戸 5.6 人 ~10 人

住居 竪穴 定住

↓ 

集落大

登呂.唐古F泊跡

会

数個~十数i創

集部町浄い地入-

一

本

女
T 

プレ締法: 無と七銭文化(8000年前)

縄文式受化 ( 6 • 7000年前)

買塚 石器

土器号

車穴住居

弥生文化 土器

h中島文化の伝来

; 金属器

損害がかた〈

形がととのい

文様がない

脊繍号錆たく 近総

銅けん 北丸刈

ほこ

ア メ

イじ
リ カ

48ー
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後漢 7γ 討伐本ぬをつき瓦解させる
f 

' 
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シル F ロード 生糸綿織物キヤラパγ

， 
アγ トニウス(140 ~ 161) 

漢に使を出す{概)
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180 この頃よりゲノレマγ人 ローマ帝国内こ移動し来る
鳥
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I

l

l

l

目~帝権落つ

220 ゴート族東西に分裂

395 東西口}マ帝国分裂 東 ローマ帝国 コソスタγチノープル .-

2 1 9 萄 219 艮 22 9 

12 39 親殺倭王~
1 貌 宏、倭人伝

恥普天下統一 280

318 東宮主貴族刻ヒ

i 
386 北磁 努性的支化
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三国!サ4ナy ベルシア

256 /，-

263 /，-

イスバユア混入

。 建国
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ギ
ス
掌
原

(226) 2111 7ラγp族ガリ 7混入

自然や自由をたつとぶ恩司

35日 東ゴート南ロシアに王国建設

コγス3ンテイヌス帝により

キリス卜教会公認 (32 5) 

民族大移動
ローマ国教

東ゴート イFりアヘ 40 1 

商ゴート イスパニアへ 41 5 

パ γダノレ 77リカヘ 11 29 
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ゲjレマシ民族大移動(3 75 ) 

南北朝 399 僧法鍬

き雲闘石仏 仏事

ローマ.平リジア荷激の対立 420 東音波ぶ 宋女糊句一久化

7γグロサタソン英へ 449 

↓ 古代

486 フランク大国建設
‘代 hのフランP王 教会に土地を寄進

476 西ローマ帝国滅亡オ ド7ケ ル↓古代

封建社会 城
領主 荘園 法王

騎士一一騎世 司教
i {時

&奴 s

~一一」奴
土地こ Uまられ

農税と労役

東rーマ干青E副

ギPシア ローマの文化継添

(ノレネツサン叫乙影轡を与える }

中央アジア .西アジアとの安遁

東西の文化交涜

的
¥

，マホメツト(0.22.) 

サラセン帝国

589 階天下統一

1 ff}) 'rIf大湖南1間関 6( 

618唐 即の交易

臨 U:の交通 I 6 ~ 7 律令を制定 感

斗.;;..6 45 快 イ γ ドよ帰る(ω~“5)

、 62日 東 ローマとローマ法.:Eの芦説

7 1 1 

( ~ ~.2.:，頃 ドニエプル何近くに住)
んでいたとb、うの由明星Eの説

ポーラγド人 ノ東北ロシア

チェ アコ人 西進ヘ 1 
スラプ{アルバチ7山脈)

~~ ¥ 
ユーゴス予ピア

コY7.;7汁 ノ ープノレ攻撃 (673"""677)←-ー サラセ嘩

商ゴ~ト豆薗滅ぶ 4 一一ー

イスパニア統治サラセシ刻ヒ ヨーロツパにはいる

7 5 4 カロリ Yガ宝朝ヒ・ピY 法主領寄進

772チヤールス会フランク支配 一
778 手 4- チヤ ノレス学問・芸術をさかλJとする

r'T ールス イスバニア遠征

奮との接依 ←一一一+一

紙の製法伝わる

a 玄宗 (712~ 756) 

←一 安~t7沼i!.(安保úJ.史思明) 長安 100 

国際

さらに欧へ サラセγ文化の最盛期

イスラム教 コーラγ

78 1 キリスト教 tr-=....+r
イスラム教 J ~、

』ーー
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2 19 鋪 21 9 呉 229 三国分立

12 39 親型車倭玉銅1三

| 鋭定、倭人伝

'普安市ー 280l 献や自由をたつと糊

318 東晋食族対b

J 
386 ::It規 男幽牧It，

l 
420 東普滅ぶ 宋女性的刻じ

335 新継，百伸渦ーなる

南北朝 399 僧法顕 イγド偏E置

霊童儲石仏 仏教 さかん

政

強い集落泊富ii~ 、#王íC"'!可併せる

l 
部書E届家==tJ、さい問

↓ 
豆一一政池上，栄教上の力をにぎる

邪馬台国卑称7・ 勧こ使いす

北九州

統一方'1箆む

大和朝廷 {←ヲミ患の組先}

日本の中央政府

車検下進出

任期1日本府

倭五王

強(仁徳天皇?) 

42 1 

(珍
斉

興

武岬告)

3 7 2 1'Aa:両信j麗伝来

高缶漉 391 日本."-...

醐ど笠/門官!躍を、39 1 

東宝J 413ト | 戦う

宋 421 j.__斗LltU揃う十

532 動議誕 盛強

538 百済::f.仏教を同本に伝

える

西域との交通

589 階 天下統一

I (易帝大運河南北の物貸交流

6 18 I腎
| 明 西方との交JJ，

6?7 律令硝IJ定

一 1--->645 ~笑インドより帰る.(é29 ~ 645) 

玄宗 (712~ 756) 

一一一一→寸一 安究明iL(安ぬ[j，史恵、明) 72 7 鋤海より始めて使を日:本

に逃す → 

7 B 1 キ 9 ト̂教1ι府

イスラム教J~官、

一

れ
一
争

げ
一
勅

齢
一
冊

お一牒

632 泡I!i'使

大化改新 645 

政治のしくみ主主う

鳳鮮の国々とF疫通

応手申13C皇

日

治 i
-¥ ;  

自 伽 縄 大 l 

天候，季節の町民 !
ついての知識 I 

540頃

562 

570 

587 

593 

60 3 
60 4 

607 

大伴氏霊安う(金村 失燐1.)

任矧i日本府滅亡

磁我・物語初対立

物部.a::波ぶ

撃練太子領政→推古突皇

冠位十二階

憲法十七百長

造F宣告E 小野妹子

大化元洋中大兄妻子

中医鎌足

647湯足の榔

6 48 磐舟の柵

公池公民

呼吸鋼唱量的な国家天皇制Jt1)確立

藤原不比主事官官引j太政官国司・郡吉]

大定律令 土地制民z

奈良遷都 在脱司自肢

奈良平城京国tj]

百法
積武天皇 . 政教の分離 徐令官初完瑚

70 1 
71日

↓ 
18 4 

7 9 4 平安遊都

関土の開発

709 鋭拶f
隼人

7 2 1 .卸激

経

対等な立場で

ω7遣隊骨一一τ甘守計可

阪F 帝 +ilrr均麓

唐の刻じ J領j度，法徳島 ι
j均回銅IJ ---斗j5 2 任週明 日本術総ご

1徴兵謝'1 166日時滅亡
l榊 I ~ 
!美術J..:筈 !673 安鰯独り理事を仮う 1 ・

;詩 主f同自李白 I i屯律令制
勺文章白楽天

長安 100万の;人口

国際色

済 社

T 

67 I 

!氏姓制度の社会 y治・社会側山みは氏族を i
I ./単位として成立 f 

: / 帽の棚吋一氏 ii 
! 氏制岐__.../ヴ民族 〆! 1 
: 吉田正 ， 民主'\~ ← ! 

I /寸厳寒 氏人J ， l 
i /事 ¥ .."， 

! 〆蜜 i 中箆忌郡一祭 ， ! 

片野 i鵬 大伴榔ー輔 i 
l「多くの 氏の上 絵一家治ちをあらtJす l 
l 向島 ↓ 帯 働、ら受ける地位や闘を!

;以民 全国 あらわし，政池上，社会上の;

i齢 制 を 府 会 の も の ! 
i 県主 匡一大臣蘇我氏 111 
I rH'.Q. 述一大連物部氏 *"t民 i 
! と 都民一自由農民 l 
i 国立 ¥技楠/儲 i 
I 氏神〉祭 l 

l 緋暢 艇伊鞠宮 ; 

l 新僻 天照大紳 ! 
鍛対p iJ 

緑豊臣生産たかまる

人 口の増加と田地不 足

物々実換

i 触 と袋民 貴族の生括 手あて丸、待遇
708 京語器移骨J1l;

長 即3生活一一重い負担
723 三世ー身の法

748 墾田の~有を許す 浮浪人 策族の使用人

2 

.・



国 朝 鮮

10 5 祭倫紙の発明

三閣分立

ぶ思想

335 新経，百脚3統ーなる

顕 イ γ。ド偏歴

仏教さかん

l -

政

強い集搭泊苦言し、第吉宮守併せる

部F喜屋尿=J、さい国

↓ 
豆一一政洗上，宗教上のカをにぎる

邪l馬台闘卑功呼 妻起こ齢、寸

北九州

統ーが進む

大和朝廷 (←天皇の強制

日本の中央政府

車勝進出

任ヨjjl 日本府

倭五主

讃(仁徳天皇?) 

42 1 

[珍
予干

爽

武(椎略)

372 仏教高句鹿伝来

高者』蕗 391 日本~

瑚土捌/百済八投、¥
賠山ト iF-L1U Hq1  

宋 421ト 斗 山蛾う←

./ 

532 tl緑盛強

538 百済宣: 仏教を日本医伝

える

在

72 7 樹!海より始めて伎を日本

に遣す → 

. 

固め甜;h

E走族1IiI腹ぬくずれ

氏族聞の帯防争い

632 遺窟使

大化改新 6 45 

政治めしくみ整う

南鮮の霞hとF減泊

庇草申天皇

自

治 i
''¥_ : 

自伽期大 i 

天候，季節の到りこ!

ついての嫡 i 

540頃

5 6 2 
5 7 0 

587 

5 9 3 

6 0 3 

6 0 4 

c$ 07 

夫伴氏衰う(金村失脚)

任期1日本府滅亡

草書紋・物部の対立

物部氏滅ぶ

聖徳太子核激→捻背天皇

忽位+コ昔

貴重法十七条

違陪佼 小野妹子

大化元出手 中大兄妻子

中医鎌足

647冴足の柵

6 48 主主舟の柵

公地公民

中央鍋程的な国家天皇.mJO:J確立
藤原不比簿官制太政官国司・郡吉]

大宝律令 土地l!;iU変
奈良選都 王蹴帝l肢
奈良平城京国訪

舌耳去
桓武天皇 政教の分難 律令官苦知再建問

問安ギ

民土の関溌

709 螺穆i
隼人

7 2 1 .国の数

i! 経 済

苅宅事な立場て'

607 潰陪倖一~不r計4
協帝 ヤ膏f¥'ij箆を静つ

胎の主む化 i制度，法律整ラデ!

i均田祐;) ~652 佳君事 自本押す滅亡

市兵制 166"n 醗併

!科挙 I ーにえ~

;美術諸 I 673 締法時械に目

:詩 校荷苓白 I l主律令制
法:tt白楽天

100万のAロ
国際色

1 

67 I 

食業生産たかまる

人口の増加と困地不足

物々交換

708 幸博婚者捗

723 三世一身の法

748 盤回の私有を訴す

. ， 

ネ土

， 

会 イじ
アメリカ

1 氏姓制度の社会 政治・社会・経僚のしくみは氏族を l

: /'単位として成立 「
/' ! 漢字¥

! / . 4沼 崎僻の一族τ 氏 : t~~j の伝来

! 町生制肱〆 ~主民族 ・!仏教ノ~
; 高崎壬←一一一一民上、~ : ， "'50 百演，主仁論藍

j ア寸職業 民 人 j ・ 1

i I直¥ "池
! ./ Be ¥ 中g;闘日一祭 ! 

!士竺)¥閑接 大伴蜘1一軍事 1 雄割加流入

I望号くの 民の上 姓一家がちをあらわ寸 i 
! β地 ↓ 彰挺から受ける地位や出身含!

i以民 全国 あらわし，政治上，社会上!flj
地位を示す公のホの

1 国造 ! 
匡一大臣蘇孜氏 1 

1 県主
I ..k.A. 遮 一大連物都民大作氏 ; 
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政 治

1872 徴兵令

1874 副会併設の運動仮垣後藤

新聞雌令集会条や自大根 自由民権運動+醐政府

由 f....占，

~露 1 87 7 繭時

改 医療地位の向上

m! 1871岩倉兵筏
.>t， 条t明幻E

臥化政策

即醐

中失ー築制障の統一商事責

1881 国会齢殻5潮来

1885 内閣制度

1888 市町村骨量j 地方自治

1889 大日京帝国慾法

189日 国会選挙(う十→回) 約 1需の右鰍者

189 4日新戦争 三鍋干渉

1 ・ ↓

95 イギ?ス治外出溺蹴
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1 9 10朝鮮合併

1 9 1 1 関税包ま絡をとりもと'す:
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寧側
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1945 朝鮮独立
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民主主義運動さかん 1918 原敬内閣 政党内閣
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労働運動 女工 高野房太郎片仏総

社 会主毅堺利彦 孝徳鉄水
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5 孫女死
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f、 対一次世界大戦 日本参戦謬列尚南洋署半島

1日 1915 2 1カ条問題排日運動(5・4運動)欧米諸国のうたカL、
民主主議運動さかん 1918 I京敬内閣 政党内閣
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192 5 普通遷都去成立治安維持法
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1936 2 ・ 26~件 耳沼1(1)1変嗣j

1937 目撃事変 ¥事大政翼愛会
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